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主な内主な内容容
特集「登米市地域医療の明日 特集「登米市地域医療の明日」」

平成１９年度決算報 平成１９年度決算報告告

市職員給与などのあらま 市職員給与などのあらましし

登米市成人式のお知ら 登米市成人式のお知らせせ

９町トピック ９町トピックスス

市民の広 市民の広場場

市からのお知らせ・暮らしの情 市からのお知らせ・暮らしの情報報

不思議！透明な水不思議！透明な水がが
固まってきた固まってきたよよ
「㈱登米村田製作所実験コーナー『スライムを作ろう「㈱登米村田製作所実験コーナー『スライムを作ろう』』

～～登米市産業フェスティバ登米市産業フェスティバルル（１１/８・９）」（１１/８・９）」
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登
米
市
地
域
医
療
の
明

登
米
市
地
域
医
療
の
明
日日

■特 
■集 

平
成

年
度
か
ら
新
医
師
臨
床
研
修
制
度
が
導
入
さ
れ
た

　
平
成
　
年
度
か
ら
新
医
師
臨
床
研
修
制
度
が
導
入
さ
れ
た
ここ

１６１６

と
を
契
機
に
、
全
国
的
に
医
師
不
足
が
大
き
な
問
題
と
な
っ

と
を
契
機
に
、
全
国
的
に
医
師
不
足
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
てて

い
ま
す

い
ま
す
。。

県
内
の
医
師
は
大
多
数
が
県
中
心
部
に
集
中
し
て
お
り
、

　
県
内
の
医
師
は
大
多
数
が
県
中
心
部
に
集
中
し
て
お
り
、
そそ

れ
以
外
の
地
域
で
は
医
師
が
不
足
し
て
い
ま
す

れ
以
外
の
地
域
で
は
医
師
が
不
足
し
て
い
ま
す
。。
国
で
は
よ
う

国
で
は
よ
う

や
く
医
師
数
を
増
や
す
動
き
が
見
え
て
き
ま
し
た
が
、
医
師

や
く
医
師
数
を
増
や
す
動
き
が
見
え
て
き
ま
し
た
が
、
医
師
不不

足
は
今
す
ぐ
解
決
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

足
は
今
す
ぐ
解
決
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。。

登
米
市
に
お
い
て
も
、
医
師
不
足
に
よ
っ

　
登
米
市
に
お
い
て
も
、
医
師
不
足
に
よ
っ
てて
平
成

年
以
降

平
成
　
年
以
降

１８１８

佐
沼
病
院
で
の
小
児
科
や
産
婦
人
科
が
入
院
休
止
に
な
る
な

佐
沼
病
院
で
の
小
児
科
や
産
婦
人
科
が
入
院
休
止
に
な
る
な
どど

大
変
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す

大
変
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。。

現
在
、
地
域
の
基
幹
病
院
で
あ
る
市
立
佐
沼
病
院
を
は
じ

　
現
在
、
地
域
の
基
幹
病
院
で
あ
る
市
立
佐
沼
病
院
を
は
じ
めめ

と
す
る
市
内
の
医
師
た
ち
は
、
少
な
い
人
数
で
多
く
の
患
者

と
す
る
市
内
の
医
師
た
ち
は
、
少
な
い
人
数
で
多
く
の
患
者
をを

診
察
す
る
過
酷
な
労
働
環
境
に
お
か
れ
て
い
ま
す

診
察
す
る
過
酷
な
労
働
環
境
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。。

今
月
の
特
集
で
は
、
現
在
、
医
師
不
足
や
財
政
難
と
い
っ

　
今
月
の
特
集
で
は
、
現
在
、
医
師
不
足
や
財
政
難
と
い
っ
たた

大
き
な
問
題
に
直
面
し
て
い
る
登
米
市
地
域
医
療
の
現
状
や

大
き
な
問
題
に
直
面
し
て
い
る
登
米
市
地
域
医
療
の
現
状
や
問問

題
と
、
そ
れ
ら
の
問
題
解
決
に
向
け
て
、
地
域
の
限
ら
れ
た

題
と
、
そ
れ
ら
の
問
題
解
決
に
向
け
て
、
地
域
の
限
ら
れ
た
医医

療
資
源
（
医
師
、
看
護
師
な
ど
の
人
材
、
医
療
施
設
）
を
効

療
資
源
（
医
師
、
看
護
師
な
ど
の
人
材
、
医
療
施
設
）
を
効
率率

的
に
最
大
限
に
生
か
す
、
市
が
目
指
す
こ
れ
か
ら
の
地
域
医

的
に
最
大
限
に
生
か
す
、
市
が
目
指
す
こ
れ
か
ら
の
地
域
医
療療

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。。

3 Dec.2008

過
酷
な
勤
務
状
況
な
ど
多
く
の
要
因
が
絡
み
合
い

重
度
の
医
師
不
足
地
域
に
な
っ
て
い
る
「
登
米
市
」

 医師不足

登米市地域医療の明日■特 
■集 

年
々
減
少
し
続
け
る

市
立
病
院
の
医
師
数

　
全
国
的
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
医
師
不

足
の
要
因
は
、
一
つ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。【
図
１
】
の
よ
う
に
、
医
師
の
絶
対
数

の
不
足
、
地
域
偏
在
に
よ
る
不
足
、
病
院

で
の
確
保
医
師
数
の
不
足
、
診
療
科
に
属

す
る
医
師
の
需
給
不
均
衡
な
ど
に
よ
る
不

足
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
要
因
が
か
ら
み
合

い
、
医
師
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
の
登
米
地
域
に
お
い
て
も
、

平
成
　
年
4
月
時
点
で
　
人
勤
務
し
て
い

１３

５０

た
医
師
が
現
在
で
は
　
人
と
な
り【
表
１
】、

４０

厳
し
い
労
働
環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。
人

口
に
対
す
る
医
師
の
比
率
も
近
隣
の
医
療

圏
と
比
較
す
る
と
下
回
っ
て
お
り【
表
２
】、

特
に
米
谷
病
院
や
よ
ね
や
ま
病
院
に
お
い

て
は
、
常
勤
医
師
が
３
人
（
歯
科
医
師
を

除
く
）
と
、
病
院
で
あ
る
た
め
の
最
低
基

準
の
医
師
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。
通
常
の

診
療
を
し
た
後
、
当
直
に
従
事
し
、
宿
直

明
け
の
翌
日
も
通
常
の
診
療
を
行
う
と
い

う
、
1
回
の
勤
務
時
間
が
連
続
し
て
　
時
３２

間
に
も
お
よ
ぶ
過
酷
な
勤
務
形
態
が
、
月

に
2
回
か
ら
5
回
程
度
あ
り
、
少
な
い
医

師
で
多
く
の
仕
事
を
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
実
に
過
酷
な
勤
務
状
況
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
研
修
医
制
度
の
改
正
に
よ
り

大
学
側
も
医
師
の
確
保
が
必
要
に
な
り
、

今
ま
で
派
遣
し
て
い
た
病
院
か
ら
医
師
の

引
き
上
げ
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
今
ま
で
派
遣
・
応
援
に
頼
っ

て
い
た
市
立
病
院
に
お
い
て
は
医
師
が
減

少
し
、
大
き
な
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

全　国宮城県
仙　台
医療圏

石　巻
医療圏

大　崎
医療圏

栗　原
医療圏

登　米
医療圏

区　分

277,9274,9153,719310321102９４　医師数

217.5208.7253.7141.1148.2128.9106.5人口１０万人対

811,97213,7399,459990981458407　看護師数

635.5583.4645.2450.8452.8578.8461.2人口１０万人対

40,191832428621194550　保健師数

31.535.329.228.254.956.956.7人口１０万人対

【表２】宮城県内の医療従事者比較　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成１８年度）　単位：人

計
津　山
診療所

上　沼
診療所

登　米
診療所病　院

豊里
病院

米谷
病院

佐沼
病院

医師数

4011348419平成２０年度

4311449420平成１９年度

4211438421平成１８年度

4611547622
平成１７年
合 併 時

【表１】登米市立病院医師数　（歯科医４人を含む）　　　　　単位：人

※平成18.１９年度は年度末における人数。平成２０年度は、１０月１日現在

病院での確保医師数の不足

・大病院の派遣医師の引き上げ

・過酷な労働条件（退職・開業す

　る医師の増加）

　　医師の絶対数の不足

・OECD加盟国（※）の平均以下

・医療費抑制策（医学部定数の削

　減）

　　地域偏在による不足

・医局人事による地方からの撤退

・医師の都会志向

・研修医制度の改正

特定の診療科に属する医師
の需要不均衡による不足

・過酷な労働による、なり手不足

・医療事故などのトラブルに巻き

　込まれるリスクが高い

　　　　医師不足

【図１】医師不足の主な要因

※OECD（経済協力開発機構）
日本を含む３０カ国によって構成

よねやま
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医
師
不
足
に
よ
る
入
院
患
者
の
減
少
や

診
療
報
酬
改
定
な
ど
で
低
迷
す
る
病
院
財
政

 経営状態医
療
費
抑
制
政
策
な
ど
で

減
少
す
る
病
院
収
入

　
市
立
病
院
の
入
院
患
者
数
は
、
常
勤
医

師
の
減
少
や
そ
れ
に
伴
う
受
け
入
れ
診
療

科
目
の
減
少
、
耐
震
に
問
題
の
あ
る
施
設

の
使
用
中
止
な
ど
の
理
由
に
よ
っ
て
年
々

減
少
し
て
お
り
、
１
日
当
た
り
の
入
院
患

者
数
は
平
成
　
年
度
の
５
３
６
人
か
ら
平

１７

成
　
年
度
で
は
４
４
１
人
、
平
成
　
年
度

１９

２０

（
見
込
み
）
で
は
３
７
０
人
と
平
成
　
年
度

１７

と
比
べ
て
１
日
当
た
り
１
６
６
人
、
年
間

で
約
６
万
人
も
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す

【
表
３
】
。

　
国
の
医
療
費
抑
制
施
策
と
し
て
行
わ
れ

た
診
療
報
酬
の
改
定
に
よ
り
平
成
　
年
度

１８

に
は
、
診
療
報
酬
で
1
・
3
6
%
、
薬
価

で
1
・
8
%
の
減
額
改
定
が
行
わ
れ
、
登

米
市
で
は
こ
の
改
定
分
だ
け
で
も
約
3
億

円
の
医
業
収
入
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
診
療
初
期
の
診
療
報
酬
額
と
、

入
院
か
ら
2
週
間
を
過
ぎ
た
際
の
診
療
報

酬
の
額
に
つ
い
て
も
改
正
さ
れ
、
そ
の
差

が
よ
り
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

入
院
期
間
が
長
引
け
ば
長
引
く
ほ
ど
病
院

の
収
入
が
減
り
、
病
院
経
営
が
ま
す
ま
す

厳
し
く
な
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
 さ
ら
に
、
集
中
的
に
医
療
行
為
を
必
要

と
す
る
時
期
が
過
ぎ
、
退
院
で
き
る
状
況

に
な
っ
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
、

家
庭
で
の
療
養
や
福
祉
施
設
へ
の
入
所
が

困
難
な
患
者
（
社
会
的
入
院
患
者
）
が
約

　
人
お
り
、
病
院
経
営
上
の
課
題
の
一
つ

５０の
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

累
積
赤
字
に
よ
り
財
政
再

建
団
体
へ
転
落
の
恐
れ
も

　
合
併
前
の
平
成
　
年
度
は
、
5
病
院
合

１６

わ
せ
て
の
医
業
収
支
は
、
単
年
度
約
5
億

円
の
赤
字
で
し
た
が
、
平
成
　
年
度
は
約

１７

6
億
円
、　

年
度
は
約
　
億
円
、　

年
度

１８

１４

１９

で
は
約
　
億
円
の
赤
字
が
発
生
し
て
お
り
、

１５

　
年
度
で
は
１
日
当
た
り
に
換
算
す
る
と

１９

約
４
１
０
万
円
の
赤
字
が
発
生
し
て
い
る

こ
と
と
な
り
ま
す
【
表
４
】。
ま
た
、
平
成

　
年
度
の
病
院
事
業
会
計
で
は
年
間
約
　

２０

１９

億
円
の
赤
字
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、　

年
２０

計よねやま
病　　院豊里病院米谷病院登米病院佐沼病院区　分

3,9182296663053372,381　 入院収入

3,9585457455573751,736　 外来収入

24319463228１１８　　 その他

8,1197931,4578947404,235 医業収入

4,7464698025515022,422　　 人件費

2,6522614293072061,449　　 材料費

41436823121244 減価償却費

1,798223273225260８１７　　 　経費

211422１２　　 その他

9,6319901,5901,1169914,944 医業費用

▲1,512▲１９７▲133▲222▲251▲709 医業収支

【表４】平成１９年度医業収支の状況　

度
末
の
累
積
赤
字
は
１
０
０
億
円
を
超
え

る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
毎

年
、
病
院
事
業
に
巨
額
の
繰
入
金
を
支
出

し
、
経
営
安
定
化
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
ま
ま
の
病
院
経
営
を
続
け
て
い
く
と
、

病
院
事
業
を
支
え
切
れ
な
く
な
り
、
病
院

と
と
も
に
市
本
体
の
財
政
破
綻
を
招
き
、

国
の
管
理
下
に
置
か
れ
る
財
政
再
建
団
体

へ
と
転
落
す
る
恐
れ
さ
え
あ
り
ま
す
。 

※医業収支：病院の医業活動による収入から、要した費用を差し引いたもの

病
院
健
全
化
の
た
め

明
日
か
ら
で
き
る
こ
と


医
師
の
過
酷
な
勤
務
状
況
を
理
解
す
る

　
市
立
病
院
各
科
に
常
勤
医
師
が
い
な
く

な
る
と
い
う
「
異
常
事
態
」
を
避
け
る
た

め
に
も
、
医
師
が
睡
眠
を
取
る
間
も
な
く

働
き
続
け
て
い
る
と
い
う
現
実
を
理
解
し

ま
し
ょ
う
。


か
か
り
つ
け
医
を
持
つ

　
日
常
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
も
、
気
軽

に
相
談
で
き
る
「
ま
ち
の
お
医
者
さ
ん
」

を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　
か
か
り
つ
け
医
は
、
入
院
や
高
度
な
治

療
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、
適
切
な
医
療

機
関
を
紹
介
し
て
く
れ
る
頼
も
し
い
パ
ー

ト
ナ
ー
と
な
り
ま
す
。


受
診
は
治
療
時
間
内
に

　
軽
症
の
場
合
は
、
診
療
時
間
内
に
受
診

す
る
こ
と
で
、
医
師
の
負
担
を
軽
く
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
一
人
一
人
の
わ
ず
か
な
「
受
診
に
対
す

る
心
掛
け
」
が
、
登
米
市
の
病
院
環
境
の

健
全
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
病
院
を
利
用
す
る
と
き
の

　
３
つ
の
心
掛
け

【表３】一日当たりの入院患者数の推移

（単位）：１００万円
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 医療再編再
編
計
画
に
基
づ
き

医
療
体
制
を
改
革

　
厳
し
い
経
営
状
態
が
続
く
中
、
昨
年
　１２

月
　
日
、
市
地
域
医
療
福
祉
体
制
検
討
委

２６
員
会
か
ら
「
市
立
病
院
の
再
編
計
画
報
告

書
」
が
提
出
さ
れ
、
市
で
は
「
安
全
・
安

心
の
医
療
提
供
」
、「
医
師
の
労
働
環
境
の

改
善
」、「
安
定
し
た
経
営
基
盤
の
確
立
」

を
目
指
し
た
市
立
病
院
の
再
編
・
改
革
の

基
本
方
針
が
決
ま
り
、
現
在
、
こ
の
基
本

方
針
に
基
づ
き
再
編
・
改
革
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
平
成
　
年
　
月
に
国
が
示
し

１９

１２

た
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ

き
、
地
域
医
療
を
確
保
し
な
が
ら
経
営
の

建
て
直
し
と
健
全
化
を
図
る
た
め
、
公
立

病
院
の
あ
る
べ
き
姿
と
そ
の
役
割
を
明
確

に
し
た
「
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
の
策
定
も

同
時
に
進
め
て
い
ま
す
。 

　
具
体
的
に
は
、
入
院
状
況
や
病
床
の
活

用
状
況
を
分
析
し
、
平
成
　
年
に
は
登
米

２０

病
院
、
平
成
　
年
度
か
ら
は
米
谷
病
院
と

２３

よ
ね
や
ま
病
院
の
診
療
所
化
を
行
い
、
病

床
数
を
こ
れ
ま
で
の
５
９
９
床
か
ら
３
２

７
床
に
減
少
す
る
こ
と
と
な
り
、
入
院
に

つ
い
て
は
佐
沼
病
院
と
豊
里
病
院
で
対
応

し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
新
た
な
医
師
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
医

学
生
へ
の
奨
学
金
制
度
を
制
定
し
、
医
師

の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。
現
在
、
5
人

が
奨
学
金
制
度
を
利
用
し
て
お
り
、
最
短

で
平
成
　
年
に
は
第
1
号
の
医
師
が
市
立

２３

病
院
に
勤
務
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
大
学
病
院
な
ど
と
も
専
門
的
な
医
療
技

術
を
必
要
と
す
る
脳
外
科
や
心
臓
外
科
な

ど
市
内
の
病
院
で
対
処
で
き
な
い
場
合
の

受
け
入
れ
協
力
体
制
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
急
性
期
治
療
を
終
え
た
患
者
の
寝
た

き
り
の
防
止
と
、
家
庭
復
帰
を
目
的
と
し

た
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
床
を
設
置
し
ま
す
。

社
会
的
入
院
な
ど
の
患
者
に
つ
い
て
も
、

１
０
０
床
規
模
の
老
人
保
健
施
設
の
新
設

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
や
家
庭

で
過
ご
し
た
い
と
い
う
在
宅
医
療
を
希
望

さ
れ
る
患
者
さ
ん
に
は
、
医
師
や
看
護
師

が
往
診
す
る
訪
問
診
療
の
体
制
づ
く
り
の

構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
市
で
は
、
保
健
師
な
ど
が
中
心

と
な
っ
て
疾
病
予
防
や
健
康
づ
く
り
を
行

う
「
保
健
」
、
病
院
や
訪
問
診
療
・
看
護
を

中
心
と
す
る
「
医
療
」、
老
人
保
健
施
設
や

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
「
福
祉
」、

在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
「
介
護
」
を

総
合
的
に
組
み
合
わ
せ
、「
登
米
市
型
の

地
域
医
療
体
制
」
を
整
え
て
い
き
ま
す
。 

地
域
現
状
に
合
わ
せ
登
米
市
型

の
包
括
医
療
体
制
を
構
築

佐沼病院（仮称 登米市民病院）

目標体制

平成２３年体制

本館（１６８床）補強後南館（６０床）

一般病棟（５２床）回復期リハビリ（３０床）６F

一般病棟（52床）回復期リハビリ（３０床）５F

新設北館一般病棟（44床）病床４F

一般病棟手術室など（20床）会議室・透析３F

一般病棟外来棟②事務管理棟２F

救急センター外来棟①（救急）・リハビリ１F

用度課などB1

２２８床

新設老人保健施設

１００人規模予定

豊里病院（仮称 豊里分院）

豊里老人保健施設療養棟一般棟

一般病棟（34床）３F

入所（75人）
通所（２０人）

療養病棟（30床）一般病棟（35床）２F

リハビリ外来棟１F

９９床

【自宅での療養生活を、訪問などによって支援】

患者に対して２４時間往診・看護を提供できる体制を構築在宅医療支援診療所

津山診療所上沼診療所よねやま診療所米谷診療所登米診療所

●登米市の地域包括医療体制　

緊急入院に備え、佐沼病院
と豊里病院に連携病院とし
て病床を確保

病院・診療所　
相互の連携

登米市地域医療の明日■特 
■集 

【南館に耐震補強実施、医療・財政の体制が整いしだい、北館新設】
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昨
年
　
月
に
市
地
域
医
療
福
祉
体
制
検
討
委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
市
立

１２

病
院
の
再
編
計
画
報
告
書
」
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
協
議
を
重
ね
検
討
し
て
き
た

登
米
市
の
医
療
の
再
編
・
改
革
の
方
向
性
の
説
明
と
、
地
域
医
療
の
在
り
方
を
市

民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
よ
う
と
、
　

月
　
日
か
ら
　
日
ま
で
各
町
域
で
市

１１

１０

２８

民
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
の
質
問
や
意
見
な
ど

に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

医
療
体
制
の
現
状
と

今
後
の
方
向
性

　
説
明
会
で
は
会
場
ご
と
に
、
市
長
が

「
本
年
１
月
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
説
明

し
た
市
立
病
院
の
再
編
内
容
に
つ
い
て
、

検
証
を
重
ね
精
査
し
た
結
果
を
ご
説
明
す

る
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
頂

き
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
医
療
や
介

護
、
福
祉
な
ど
に
つ
い
て
も
、
病
院
、
市

民
、
行
政
が
共
に
協
力
し
、
進
め
て
行
き

た
い
」
と
、
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　
説
明
会
で
は
、
登
米
市
が
抱
え
る
厳
し

い
医
療
の
現
状
や
改
善
に
向
け
て
今
後
の

方
向
性
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

在
宅
療
養
支
援
診
療
所
は
医
師
一

人
体
制
で
も
対
応
可
能
な
の
か
？

ＱＡ

増
車
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
病
院
の
受
け
入

れ
体
制
は
大
丈
夫
な
の
か
？

市
立
病
院
で
は
、
医
師
一
人
体
制

の
上
沼
診
療
所
が
す
で
に
在
宅

療
養
支
援
診
療
所
と
し
て
　２４

時
間
の
往
診
体
制
を
取
っ
て

い
ま
す
。
登
米
診
療
所
も
　１２

月
か
ら
実
施
し
ま
す
が
、　２３

年
４
月
ま
で
は
、
現
状
の
２

人
体
制
で
対
応
し
ま
す
。
そ

の
後
の
診
療
所
体
制
は
現
在

検
討
中
で
す
が
、
一
人
体
制

で
は
困
難
な
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
民
間
の
在
宅
療
養

数
多
く
出
さ
れ
た
病
院
再
編
に

対
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
声

 市民との協力

説
明
会
で
寄
せ
ら
れ
た

参
加
者
か
ら
の
意
見
・
質
問

支
援
診
療
所
と
の
連
携
強
化
を
図
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
往
診
に
応
じ
る
こ

と
が
で
き
る
対
象
患
者
は
、
訪
問
診
療
あ

る
い
は
訪
問
看
護
を
受
け
て
い
る
人
に
な

り
ま
す
。訪

問
看
護
の
提
供
体
制
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
？

ＱＡ
米
谷
病
院
と
豊
里
病
院
に
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、　

時
２４

間
対
応
し
て
い
ま
す
。
豊
里
に
は
　
人
、

１０

米
谷
病
院
に
は
５
人
の
看
護
師
を
配
置
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
市
内
全
域
を
カ
バ
ー

す
る
訪
問
看
護
体
制
の
充
実
に
向
け
て
、

人
員
の
増
員
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

市
立
病
院
は
民
間
病
院
と
比
較
し

て
経
営
の
仕
方
が
違
う
の
か
。
民

ＱＡ
登
米
医
療
圏
に
は
開
業
医
の
数
が

少
な
く
、
公
的
な
医
療
機
関
以
外

に
入
院
で
き
る
施
設
も
少
な
い
な
ど
、
市

立
病
院
が
果
た
し
て
き
た
役
割
も
考
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
赤
字
が
大
き
い
佐

沼
病
院
は
、
合
併
前
か
ら
登
米
市
の
救
急

医
療
・
小
児
産
科
医
療
を
支
え
て
き
ま
し

た
。
救
急
医
療
は
医
療
技
術
職
な
ど
を
待

機
さ
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
人

件
費
が
か
か
る
不
採
算
部
門
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
費
用
対
効
果
が
求
め
ら
れ
る

か
ら
と
い
っ
て
救
急
医
療
を
切
り
捨
て
る

と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
一
番

の
赤
字
の
要
因
は
人
件
費
が
大
き
い
こ
と

と
認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、
人
員
削
減
へ

間
は
こ
ん
な
に
赤
字
に
な
ら
な
い
よ
う
に

で
き
て
い
る
の
で
は
？

向
け
た
取
り
組
み
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
病
院
事
業
は
、
医
師
を
確
保
し

な
け
れ
ば
医
業
収
入
は
増
え
ま
せ
ん
の
で
、

確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

救
急
車
が
　
年
度
に
東
出
張
所
と

２０

西
出
張
所
に
そ
れ
ぞ
れ
１
台
ず
つ

ＱＡ
合
併
時
か
ら
の
累
積
赤
字
・
不
良

債
務
解
消
へ
の
対
策
は
？

赤
字
で
す
の
で
、
今
後
の
収
益
改
善
に

伴
っ
て
減
少
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
経
営
上
問
題
な
の
は
現
金
が
不

足
す
る
不
良
債
務
に
な
り
ま
す
。
民
間
の

金
融
機
関
か
ら
の
一
時
借
入
金
で
資
金
不

足
に
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
、　

年
２０

度
に
限
り
認
め
ら
れ
て
い
る
病
院
特
例
債

の
借
入
と
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
増

や
す
こ
と
で
、　

年
度
の
単
年
度
黒
字
、

２３

そ
の
後
４
、
５
年
を
か
け
て
不
良
債
務
解

消
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

合
併
時
点
の
累
積
赤
字
は
　
億
円

５３

で
し
た
。
累
積
赤
字
は
帳
簿
上
の

ＱＡ
て
お
り
ま
せ
ん
。
救
急
車
が
必
要
な
人

に
対
し
て
い
ち
早
く
対
応
が
で
き
る
体

救
急
車
を
増
や
し
た
か
ら
と
い
っ

て
、
患
者
が
増
え
る
と
は
想
定
し
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■
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
体
制
づ
く
り
に
期
待

今
す
ぐ
と
い
う
訳
に
は
い
か
な
い
で
し
ょ

う
が
、
将
来
は
診
療
科
目
や
体
制
が
充
実

し
、
市
内
の
病
院
で
受
診
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
都

市
部
の
大
き
な
病
院
と
、
医
師
間
や
病
院

間
で
連
携
を
し
て
太
い
パ
イ
プ
を
作
り
、

緊
急
の
際
や
専
門
的
な
治
療
が
必
要
な
場

合
の
受
け
入
れ
体
制
な
ど
も
充
実
さ
せ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
市
内
の
各
病
院
や

診
療
所
、
医
師
ら
が
み
ん
な
で
協
力
し
合

い
、
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な

医
療
体
制
に
な
る
よ
う
に
期
待
し
ま
す
。

南浦 まどかさん.３６歳
（石越町第八区）

 インタビュー ― 市民の声  ―

現
在
、
小
児
科
や
産
婦
人
科
な
ど
は
、

市
外
の
病
院
で
受
診
し
て
い
ま
す
。

■
市
民
が
一
つ
に
な
っ
て
　

　
考
え
て
い
く
こ
と
が
重
要

金
や
勤
務
環
境
の
改
善
に
よ
っ
て
、
一
人

で
も
多
く
の
医
師
が
登
米
市
に
定
着
し
て

く
れ
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

診
療
所
に
つ
い
て
は
、
学
校
や
会
社
が
終

わ
っ
た
後
で
も
受
診
で
き
る
よ
う
に
診
療

時
間
を
延
長
す
る
な
ど
、
有
効
に
利
用
で

き
る
施
設
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
病
院
問
題
は
難
し
い
問
題
な
の
で
、

結
果
や
方
向
性
が
見
え
る
ま
で
時
間
が
か

か
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
市
民
が
町
域
の

垣
根
を
越
え
、
共
に
考
え
る
こ
と
が
最
も

重
要
だ
と
思
い
ま
す
。　

医
師
不
足
は
、
制
度
上
の
問
題
な
ど

課
題
は
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
賃

■
介
護
や
福
祉
関
係
な
ど
も
　

　
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
　
　
　

う
に
し
て
い
ま
す
が
、
孫
が
い
る
の
で
、

休
日
や
夜
間
な
ど
は
市
立
、
個
人
病
院
を

問
わ
ず
市
内
の
医
師
が
協
力
し
て
、
緊
急

の
際
の
受
け
入
れ
体
制
を
よ
り
充
実
し
て

も
ら
え
る
と
安
心
で
す
。
医
師
不
足
に
つ

い
て
は
、
地
元
出
身
の
医
師
が
「
登
米
市

に
帰
っ
て
働
こ
う
」
と
思
え
る
よ
う
な
病

院
の
環
境
を
作
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
高
齢
者
が

多
く
な
っ
て
い
く
の
で
、
介
護
や
福
祉
関

係
の
充
実
も
医
療
環
境
の
改
善
と
同
じ
く

ら
い
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

わ
が
家
で
は
、
何
か
あ
る
と
、
地
域

の
か
か
り
つ
け
医
で
受
診
す
る
よ

　
市
や
病
院
で
は
、
市
民
の
健
康
や
安
全

を
守
る
地
域
医
療
環
境
を
維
持
し
、「
登

米
市
に
病
院
が
な
く
な
る
」
と
い
う
最
悪

の
状
態
を
防
ぐ
た
め
、
人
員
の
見
直
し
や

経
費
の
削
減
な
ど
、
経
営
改
善
に
向
け
懸

命
の
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
深
刻
化
す
る
地
方
の
医
師
不

足
、
そ
れ
に
伴
う
診
療
科
の
縮
小
や
閉
鎖
、

医
師
の
過
酷
な
勤
務
形
態
、
患
者
数
の
減

少
な
ど
、
環
境
は
大
変
厳
し
い
も
の
と

な
っ
て
お
り
、
登
米
市
の
地
域
医
療
は
重

大
な
局
面
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
地
域
医
療
」
と
い
う
問
題
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
協
力
と
、
理
解
が
無
け
れ
ば
改

善
す
る
こ
と
が
難
し
い
問
題
で
す
。

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
な
医
療
や
福
祉
な
ど
の
環

境
の
構
築
や
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
目
指

し
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
解
決
に

向
け
て
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
、

「
登
米
市
型
」の
医
療
体
制
を
構
築
し
て
い

き
ま
す
。　

　
　
　
特
集「
登
米
市
地
域
医
療
の
明
日
」

登米市地域医療の明日■特 
■集 

河内  正  治 さん.48歳
まさ はる

（登米町九日町）

石川 つよみさん.58歳
（中田町二ッ木）

制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

制
を
整
え
た
い
と
考
え
、
救

急
救
命
士
の
増
員
と
増
車
を

し
ま
し
た
。
現
地
へ
の
到
着

時
間
も
短
縮
で
き
て
い
る
状

況
で
す
。
病
院
側
で
も
迅
速

な
受
け
入
れ
体
制
が
取
れ
る

よ
う
に
、
市
立
病
院
だ
け
で

は
な
く
大
崎
市
民
病
院
、
石

巻
赤
十
字
病
院
と
の
連
携
体

災
害
時
な
ど
で
け
が
人
が
発
生
し

た
場
合
、
対
応
は
ど
う
な
る
か
？

ＱＡ
市
で
は
、
災
害
拠
点
病
院
と
し
て

佐
沼
病
院
が
指
定
を
受
け
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
規
模
災
害
の
場

合
に
は
建
物
や
道
路
な
ど
も
壊
滅
的
な
被

害
が
出
て
、
病
院
機
能
が
果
た
せ
な
い
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
け
が
人
に
つ
い
て

は
被
害
の
少
な
い
地
域
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

な
ど
で
搬
送
し
、
そ
れ
よ
り
も
軽
症
の
人

に
つ
い
て
は
避
難
所
な
ど
で
、
災
害
派
遣

医
療
チ
ー
ム
な
ど
に
よ
る
治
療
を
受
け
て

も
ら
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
医
療
局
経
営
改
革
推
進
室

　

０
２
２
０
（
　
）
５
０
３
０

２１
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決算報告
平成１９年度

一般
会計

　市では、登米市の財政状況を随時皆さんにお知らせしてい
ます。平成１９年度決算が９月定例会において認定されました。
皆さんが納めた税金は、まちづくりにどう使われたのか、一
般会計を中心にお知らせします。

【
市
税
】

　
億
１
５
９
５
万
円
（
　
・
２
㌫
）

７１

１７

　
市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自

動
車
税
、
た
ば
こ
税
な
ど
で
市
が

自
主
的
に
収
入
で
き
る
お
金
で
す
。

【
地
方
交
付
税
】

１
７
３
億
８
３
６
９
万
円（
　
㌫
）

42

　
全
国
の
市
町
村
が
一
定
の
水
準

の
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
国
か
ら

交
付
さ
れ
る
お
金
で
、
使
い
道
が

決
め
ら
れ
て
い
な
い
も
の
で
す
。

【
市
債
】

　
億
２
６
１
０
万
円
（
　
・
６
㌫
）

５６

１３

　
市
が
社
会
資
本
の
整
備
な
ど
を

行
う
た
め
に
、
計
画
的
に
借
り
た

お
金
で
す
。

　
歳
入
は
、
市
税
や
使
用
料
な
ど

の
市
が
自
主
的
に
収
入
す
る
こ
と

の
で
き
る
「
自
主
財
源
」
と
、
地

方
交
付
税
や
国
庫
支
出
金
、
県
支

出
金
な
ど
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ

る
「
依
存
財
源
」
の
２
つ
に
分
か

れ
ま
す
。

　
市
の
自
主
財
源
の
合
計
は
１
０

６
億
４
７
０
万
円
で
、
歳
入
全
体

の
　
・
６
㌫

に
な
り
ま
す
。
残
り

２５
の
　
・
４
㌫
が
依
存
財
源
で
、
そ

７４
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
地
方
交
付
税
改
革
な
ど
の

影
響
を
受
け
や
す
い
財
政
基
盤
と

な
っ
て
い
ま
す
。

【
人
件
費
】

1
０
４
億
7
2
7
8
万
円
（
　
・
２５

７
㌫
）

　
市
議
会
議
員
・
各
種
委
員
の
報

酬
や
市
職
員
の
給
与
・
退
職
金
な

ど
に
要
す
る
費
用
で
す
。

【
物
件
費
】

　
億
３
５
９
１
万
円
（
　
・
６
㌫
）

５５

１３

　
消
耗
品
、
備
品
の
購
入
費
、
業

務
の
委
託
料
な
ど
の
費
用
で
す
。

【
公
債
費
】

　
億
２
４
３
６
万
円
（
　
・
８
㌫
）

６０

１４

　
道
路
や
公
園
な
ど
の
施
設
整
備

を
す
る
た
め
、
長
期
的
に
借
り
た

お
金
の
返
済
費
用
で
す
。

【
普
通
建
設
事
業
費
】

　
平
成
　
年
６
月
、
自
治
体
財
政

１９

運
営
の
基
本
法
と
も
い
え
る
「
地

方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
法
律
は
、
自
治
体
の
財

政
破
た
ん
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

悪
化
し
た
団
体
に
対
し
て
早
期
に

健
全
化
を
促
す
た
め
の
も
の
で
す
。

　
目
安
と
し
て
は
、
特
別
会
計
を

含
む
全
会
計
【
表
１
】
を
対
象
に

「
実
質
赤
字
比
率
」「
連
結
実
質
赤

字
比
率
」「
実
質
公
債
費
比
率
」「
将

来
負
担
比
率
」の
４
つ
の
指
標【
表

２
】
と
、
公
営
企
業
ご
と
の
資
金

不
足
額
が
事
業
規
模
に
対
し
て
ど

の
程
度
あ
る
の
か
を
示
す
「
資
金

不
足
比
率
」【
表
３
】
の
指
標
を

用
い
て
判
断
す
る
も
の
で
す
。
各

指
標
が
基
準
を
超
え
る
と
度
合
い

に
応
じ
、
財
政
健
全
化
計
画
の
策

定
が
義
務
付
け
ら
れ
、
計
画
に
基

づ
い
て
財
政
の
健
全
化
を
図
る
も

の
で
す
。

　
平
成
　
年
度
の
各
指
標
は
、
す

１９

べ
て
基
準
以
下
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
病
院
事
業
に
つ
い
て
は
資
金

不
足
比
率
が
、
基
準
の
　
・
０
㌫

２０

に
対
し
　
・
７
㌫

と
い
う
状
態
に

１９

あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
企
画
部
財
政
課

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
１
５
９

２２

財
政
健
全
化
の
目
安

「
健
全
安
全
化
比
率
」

地
方
交
付
税
な
ど
の

依
存
財
源
が
　
㌫
７４

　
億
６
９
３
４

６６万
円
（
　
・
４

１６

㌫
）

　
道
路
の
新
設

改
良
や
学
校
な

ど
の
公
共
施
設

の
整
備
に
使
っ

た
お
金
で
す
。

【
繰
出
金
】

　
億
３
５
１
７

４２万
円
（
　
・
４

１０

㌫
）

　
下
水
道
や
国

民
健
康
保
険
な

ど
、
一
般
会
計

と
は
別
に
経
理

し
て
い
る
特
別

会
計
へ
繰
り
出

し
た
お
金
で
す
。

歳

入
４１４億100万円

歳

4０６億9,612万円

出

（単位：万円）

（単位：万円）

歳入

9 Dec.2008

■表１　会計別決算状況

差引額歳出決算額歳入決算額会計名

７億488万円406億9,612万円414億100万円一　般　会　計

５億1,871万円99億5,837万円104億7,708万円国民健康保険

特
別
会
計

１億6,167万円86億7,199万円88億3,366万円老人保健

9,277万円57億6,619万円58億5,896万円介護保険

31万円1,389万円1,420万円曲袋地区ほ場整備事業

１万円228万円229万円土地取得

6,358万円40億8,541万円41億4,899万円公共下水道事業

3,864万円18億4,656万円18億8,520万円農業集落排水事業

801万円１億7,057万円１億7,858万円浄化槽事業

差引額歳出決算額歳入決算額会計名

6,365万円22億8,004万円23億4,369万円収益的収支
水道事業

企
業
会
計

△９億1,094万円18億333万円８億9,239万円資本的収支

△14億8,943万円100億8,490万円85億9,547万円収益的収支
病院事業

304万円４億3,932万円４億4,236万円資本的収支

109万円３億3,021万円３億3,130万円収益的収支
老人保健施設事業

△3,240万円3,240万円－資本的収支

労働費
1,075円

衛生費
47,226円

民生費
98,763円

総務費
56,291円

議会費
3,618円市民一人当たりの

決算額

４61,005円
平成２０年３月末の人口88,277人で

算出しています

公債費
68,280円

災害復旧費
6,807円

教育費
60,078円

消防費
36,563円

土木費
46,413円

商工費
6,153円

農林水産業費
29,738円

■表２　平成１９年度決算に基づく健全化判断比率（単位：㌫）

基準値（平成１９年度）
健全化判断比率

内容

（標準財政規模に対する割合）
指標名

財政再生基準早期健全化基準

20.011.9７―一般会計の赤字額の大きさ実質赤字比率①

40.016.97―公営企業会計を含む赤字額の大きさ連結実質赤字比率②

35.025.014.7借金の返済に充てた額の大きさ実質公債費比率③

―350.0116.7将来負担すべき借金などの大きさ将来負担比率④

経営健全化基準事業規模資金不足額資金不足比率区分

20.020億9,556万円――水道事業会計①

20.081億1,990万円1６億371万円19.7病院事業特別会計②

20.0３億2,968万円――老人保健施設事業特別会計③

20.0３億2,431万円――公共下水道事業特別会計④

20.0１億3,838万円――農業集落排水事業特別会計⑤

20.0　　1,511万円――浄化槽事業特別会計⑥

■表３　平成１９年度決算に基づく資金不足比率（単位：㌫）



10Tome

（５）特別職等の報酬等の状況（平成２０年４月１日現在）

（１）職員の勤務時間

休憩時間終了時刻開始時刻
１週間の
勤務時間

１２:００～１２:４５１７:１５８:３０４０時間

職員の勤務時間その他勤務条件の状況

（２）年次有給休暇の取得状況（平成19年１月１日～平成19年１２月３１日）

取得率
B/A

平均取得
時間数
B/C

対象職員数
C

総使用
時間数
B

総付与
時間数
A

54.6％87時間／年1,882人163,887時間300,072時間

（３）時間外勤務及び休日勤務等の状況

　（平成19年４月１日～平成20年３月３１日）

職員一人当たりの時間外・休日勤務
平均時間数

時間外・休日勤務
総時間数

93時間／年142,670時間

（４）育児休業取得者の状況

女性男性区分

22０新たに育児休業を取得した者

18０前年度から引き続いている者

（１）分限処分の状況（平成19年度）

合計休職免職降任区分

００００勤務実績が良くない場合

６６００心身の故障の場合

４００４職に必要な適格性を欠く場合

００００
職制、定数の改廃、予算の減少により
廃職または過員を生じた場合

００００刑事事件に関し起訴された場合

10６０４計

職員の分限及び懲戒処分の状況

（２）懲戒処分の状況（平成19年度）

訓告等計戒告減給停職免職区分

００００００法令に違反した場合

1016５７４０職務上の義務に違反し、
または職務を怠った場合

49２０００２
全体の奉仕者たるにふさ
わしくない非行があった
場合

職員の服務の状況

職員の研修及び勤務成績の評定の状況

職員の福祉及び利益の保護の状況

（１）研修の状況

　平成19年度における職員の研修は、「登米市人材育成基本方

針」に基づき実施しています。

備考受講者数内容区分

人事評価研修、問題解決能力
向上研修ほか

2,651６講座開催職場研修

ｅ-ラーニング法制実務研修52通信制講座受
講支援など

自己啓発
研修

階層別研修、実務研修、
ステップアップ研修ほか

１６４宮城県市町村
職員研修所

職場外
研修

東北六県研修、自治大学校、
海外派遣研修ほか

21
総務省、宮城
県派遣など派遣研修

健康管理に関する状況

　法律及び市規則の規定により、職員の健康診断等を行ってい

ます。

受診者数対象者区分

813全職員（人間ドック受診者除く）定期健康診断

614３５歳以上の希望者人間ドック

124３５歳以上の希望者胃がん検診

340２０歳以上の希望者子宮がん検診

279３０歳以上の希望者乳がん検診

74４０歳以上の希望者大腸がん検診

47希望者かくたん検査

44希望者前立腺がん検査

内容
手当の
種類

○配偶者13,000円
○配偶者以外
　①１人につき6,500円。ただし、職員に配偶者がいな
　い場合は扶養親族のうち１人につき11,000円。
　②満１５歳に達する日後の最初の４月１日から、満２２歳
　に達する日以後の最初の３月３１日までの間にある扶
　養親族たる子については、１人につき5,000円を加算。

扶養手当

○交通機関
　６カ月定期などの最も経済的な額
○自動車など
　使用距離に応じて2,000円～24,500円を支給

通勤手当

○アパートなど
　家賃などに応じて27,000円を限度として支給
○新築住宅など
　５年間、月額2,500円を支給

住居手当

○管理または監督の地位にある職員について、その職
　務の特殊性に基づき支給
　　最高額　66,400円
　　※ただし、平成１８年４月１日～平成２２年３月３１日
　　については２０％減額

管理職
手当

上記のほかに、労働基準法の規定に基づいて支給して
いる時間外勤務手当、休日勤務手当、夜間勤務手当な
どがあります。

その他の
手当

服務の具体的内容

○法令等及び上司の職務上の命令に従う義務○信用失墜行為の禁
止○秘密を守る義務○職務に専念する義務○政治的行為の制限○
争議行為等の禁止○営利企業等の従事制限

（２）勤務成績の評定の状況

　平成19年度については、課長級（行政職５級相当）以上の管

理職員（医師を除く）を対象として、勤勉手当の成績率決定に係

る勤務成績の評価を実施しました。

単位：人

単位：人

単位：人

給料月額等区分

882,000円市　長

給
料

734,700円副市長

598,500円

617,500円教育長

６月期　２.１月分

１２月期　２.３月分

　計　　４.４月分

市　長
期
末
手
当

副市長

教育長

※市長、副市長、病院管理者、教育長の給料月額は減額措置後の金額で
す（平成１８年４月１日～平成22年３月３１日までの間、市長１０％、副市長
７％、病院管理者５％、教育長５％）。

給料月額等区分

351,000円議　長

報
酬 288,000円副議長

268,000円議　員

６月期　１.６月分

１２月期　１.７月分

　計　　３.３月分

議　長期
末
手
当

副議長

議　員

病院事業管理者

病院事業管理者
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職員の任免及び職員数に関する状況

職員数
区分部門

H２０H１９

８８議会

一般行政部門

２５２２６７総務

３６３９税務

２０８２１０民生

８９９３衛生

００労働

８８９４農水

１３９商工

７６７５土木

７７０７９５小計

２６３２７２教育

特別行政部門 １５８１５２消防

４２１４２４小計

1,1911,219普通会計計

５３９585病院

公営企業等
会計部門

４４４９水道

２８３０下水道

３４３２その他

６４５６９６小計

1,8361,915合計

（１）職員の採用・退職の状況

平成２０年
４月１日現在採用者数退職者数

平成１９年
４月１日現在区分

1,562１６921,638
    事務職・
技術職

１５０11４１４３消防職

１２３０１０１３３労務職

1,835２７１０６1,914計

（２）役職別職員数（平成２０年４月１日現在）

５３０
課長
補佐級１８１課長級５５次長級１４部長級

1,835合計１２３労務職４９７一般職４３５係長級

（３）年齢別職員構成の状況（平成２０年４月１日現在）

３２歳～
３５歳

２８歳～
３１歳

２４歳～
２７歳

２０歳～
２３歳

２０歳
未満区分

１９１１８１９４３１６職員数

５２歳～
５５歳

４８歳～
５１歳

４４歳～
４７歳

４０歳～
４３歳

３６歳～
３９歳区分

３１６２５４１７１１５０１５３職員数

計
６０歳
以上

５６歳～
５９歳区分

1,835６２８２職員数

（４）部門別職員数の状況（平成２０年４月１日現在）

（１）人件費の状況（普通会計決算）

人件費率
B/A

人件費
B

歳出額
A区分

２６.１１
％

10,591,046
千円

40,560,655
千円H１９

職員の給与の状況

（２）職員給与費の状況（普通会計決算）

一人当
たりの
給与費
B/A

給　与　費
職員数
A 計

B
期末・
勤勉手当

職員手当給料

5,999
千円

7,306,991
千円

1,951,477
千円

628,367
千円

4,727,147
千円

1,218
人

H1９

（３）職員の平均給料月額、平均給与月額、平均年齢の状況

（平成２０年４月１日現在）

企業職
（水道事業）

企業職
労務職

消防職一般行政職区分

348,234
円

311,773
円

289,154
円

297,275
円

334,039
円

平均給料
月額

411,899
円

354,527
円

310,095
円

369,225
円

369,504
円

平均給与
月額

47.4歳42.9歳48.3歳41.7歳44.8歳平均年齢

（４）職員手当の状況

内容手当の
種類

平成２０年度支給割合

期末手当
・

勤勉手当

合計勤勉手当期末手当

２.１５月分０.７５月分１.４０月分６月期

２.３５月分０.７５月分１.６０月分１２月期

職務上の段階による加算措置･･････有

　
【その他の加
算措置】
定年前早期
退職特例措
置
（２％～２０％）
　　　　　
　　

勧奨・定年自己都合支給率

退職手当

３０.５５月分２３.５０月分勤続２０年

４１.３４月分３３.５０月分勤続２５年

５９.２８月分４７.５０月分勤続３５年

５９.２８月分５９.２８月分最高限度額

市職員の給与などの
あらまし

※教育長を含む

参考
平成１８年度の人件費率

２６.１５％

　市職員の給与などの状況は、市議会での予算や給与条例

の審議などを通じて明らかにされています。今回は職員給

与の実態について、広く市民皆さんに理解していただくた

め、そのあらましを紹介します。

【問い合わせ】総務部人事課　緯 ０２２０（２２）２１４５ー登米市人事行政の運営等の公表ー

単位：人

単位：人

単位：人

単位：人

（企業職員を
  除く） （医療職（三））

区分
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平成２１年 登米市成人式
市では、２０歳を迎えた皆さんの門出を祝い、成人式を開催します。
【日時】

　平成２１年１月１１日（日）午後１時開式〔受付〕午前１１時３０分～午後０時３０分

【会場】

　登米総合体育館（とよま蔵ジアム）登米市登米町寺池目子待井１０番地　緯 ０２２０（５３）１１５５
【対象者】

　■平成１６年３月に市内の中学校を卒業した人

　■昭和６３年４月２日から平成元年４月１日までに生まれた人で、平成２０年９月１日現在、登米市に住民登録

　　されている人

　※新成人の皆さんには案内状を送ります。当日は案内状を必ず持参してください。

【お知らせ】

　■駐車場は台数に限りがありますので、乗り合わせや市民バスでの来場にご協力ください。

　■市民バス時刻表（乗り継ぎなどの詳しい情報は、市ホームページの市民バス時刻表で確認してください）

　　

　■会場では上履きが必要です。記念写真の撮影もありますので、草履など

　　を持参願います。家族など観覧する人も、上履きを持参願います。

【問い合わせ】教育委員会生涯学習課　緯 ０２２０（３４）２６９８

迫庁舎１０:３３  中田庁舎１０:５０ 登米庁舎１１:２２循環線（浅水経由登米）４便行き

登米庁舎１４:４４  迫庁舎１５:１０津山線（上り）５便

帰り 登米庁舎１５:２７  米山総合支所１５:５０  南方庁舎１６:1９  迫庁舎１６:３２循環線（米岡経由佐沼）７便

登米庁舎１５:３８  中田庁舎１６:１１  迫庁舎１６:２８循環線（浅水経由佐沼）７便

市民バスの時刻表は、「モバイルとめ」
でご覧になれます。
http://www.city.tome.miyagi.jp/m/

企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端端技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術ややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややや地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを企業の先端技術や地場産品を広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介く紹介

①地元企業の製品展
示や体験コーナーな
どに多くの人が訪れ、
にぎわった会場　②
石巻専修大学による
こども科学実験教室
③ソニーケミカル＆
インフォメーション
デバイス㈱によるＡ
Ｍラジオ製作　④大
勢の参加者が集まっ
た迫リコーの体験
ブース「コピー機に
なってみよう」　⑤
林業コーナーでの見
事なチェンソーアー
ト⑥多くの旬の食材
が並び、にぎわう登
米グルメテント村

①

②

③

④

⑤

⑥

体感! 登米市のワザ・モノ

第４回登米市産業フェスティバル
　登米市内の産業を市内外の人や企業に紹介するととも

に、企業間のコミュニケーションに役立ててもらおうと、

第４回登米市産業フェスティバルが１１月８、９日の２日

間、登米総合体育館で開催されました。

　体育館の中では、地元企業、学校、団体が自慢の商品

や最先端の技術を駆使した製品などを紹介。また、屋外

では３７店舗の市内産農林畜産物、加工品、米粉料理など

の販売・試食ブースやさまざまな体験コーナーも設けら

れ、多くの家族連れでにぎわいました。
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料　理　名出　店　者　名市町村名№
山梨のほうとうはくばく山梨県増穂町１
マミーすいとんならはすいとん研究会福島県楢葉町２
ひっつみ毘沙門組合岩手県花巻市３
豚はっと汁大野田みどり会

仙台市
4

キューティーはっと宮城学院女子大学5
すいとんはなやか亭美里町6
レンコン・エビ天はっと百笑村

栗原市
7

栗原復興はっと汁高橋農遊8
ホタテはっとう汁泰東丸水産

南三陸町
9

海鮮はっとレストラン神割10
海鮮はっと南三陸志津川若草会11
きのこ汁はっと　ほか登米市地域婦人連絡協議会

登米市

12
イタリアンはっと佐沼中央商店会13
赤豚カレーはっと伊豆沼農産14
はっと長沼観光売店協同組合15

【問い合わせ】
　第５回全国はっとフェスティバル
　実行委員会事務局
　（産業経済部商工観光課内）
　緯 0220（34）2734

写真氏　　名学校名・学年賞部　　門

③菅  原　拓  海石森小２年特選

小学生低学年の部

図画

佐々木  太  陽柳津小２年

入選 阿  部    隼  大柳津小２年

細  川    真  佑桜岡小１年

①折  居　美  咲加賀野小５年特選

小学生高学年の部
後  藤　智  春加賀野小６年

入選 佐々木   　愛加賀野小６年

鮎  澤  つぐみ中津山小４年

⑥永  岡　奏  子石越中２年特選

中学生の部
池  田  有希穂石越中２年

入選 高  橋　聖  美新田中３年

千  葉　奈  々石越中２年

④橘　      生  蕗横山小３年特選

小学生低学年の部

習字

二階堂  杏  香石越小２年

入選 及  川　健  太宝江小３年

岩  渕　奈  瑠上沼小３年

⑤金　　  美  湖豊里小５年特選

小学生高学年の部
千  葉　京  香登米小６年

入選 鮱  名　ま  こ登米小５年

後  藤　玲  那上沼小５年

②清  野  ひかる登米小６年特選

標語の部
大　内　　唯柳津小４年

入選 佐々木  美  幸中津山小３年

大  坂  雄一郎宝江小４年

千  葉　沙  彩加賀野小３年特選
小学生低学年の部

作文

小野寺さくら登米小２年入選
千  葉    沙  紀加賀野小６年特選

小学生高学年の部
荒  井　　  領上沼小５年

入選 木  村　江  里石越小４年

及  川　莉  南石越小４年

◆作品コンテストの結果一覧（敬称略）　市水道事業所で水道に関する作品を募集したところ、図画、

習字、標語、作文の部に、市内小中学生や一般の人から1,085点

の応募がありました。表彰式は１１月１４日に開かれ、各部の特

選・入選者に賞状などが手渡されました。

　なお、特選・入選作品は、日本水道協会、日本水道新聞社共

催の全国コンクールに出品され、作文小学生低学年の部で千葉

 沙  彩 さん（加賀野小３年）「ありがとう、きれいな水」、同高学
さ や

年の部で千葉 沙  紀 さん（加賀野小６年）「水を考える“一つの出
さ き

来事から”」の作品が入選しました。

　

第５０回水道週間作品コンテスト

※特選・入選の全作品は市ホームページで見ることができます。

ま
ご
こ
ろ
が

　
た
く
さ
ん
つ
ま
っ
た

　
　
　
　
　
　
水
道
水

③

④

 

料　理　名出　店　者　名市町村名№
船橋やの鴨ばっとそば処　船橋や

登米市

16
具だくさんはっと　ほかレストラン　蓮房17
牛筋モロヘイヤはっと若寿司18
森の具だくさん塩はっと林林館森の茶屋　19
韓国はっと阿部まり20
海鮮はっと鮨信21
具だくさんはっと汁田舎料理　ころも川22
牛もつはっと平町ファーマーズ23
特製キムチはっと　ほか農家レストラン　はっと亭24
もっこりニラはっと伊東屋　25
マイタケ入りはっとマルニ食品26
油麩入はっと　ほかたかへい27
油麩入りはっと汁愛菜館　こめっこ亭28
味噌はっと木里口29
はっと汁　ほかあゆみ工房30

纂はっと出店者一覧

　市内から出品した作品の全国入賞は

８年連続となります。また、千葉 沙  彩 
さ や

さんは全国で３年連続（作文の部）、千

葉 沙  紀 さんは２回目（図画の部、作文
さ き

の部）の入選となります。

①

②

⑤

1111111111122222222222 （（（（（（（（（（（日日日日日日日日日日日）））））））））））///////////
場所　中江中央公園

時間　午前10時～午後2時

全全国国 ははっっととフェステフェスティィバルバル

７７７７７７７７７７７
とき　

第５回第５回 





14Tome

協
働
で
ひ
ら
く
、

▲協働キャラクター
　　　「とめ丸」

　
今
月
号
で
は
、
登
米
町
と
迫
町
、
東
和
町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
住
む
地
域
を
元
気
に
し
、
住
み
良
い
ま
ち
を
作
っ
て
い
く
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」。
紹

介
し
た
以
外
に
も
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
皆
さ
ん
の
活
力
を

ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
、
素
晴
ら
し
い
「
登
米
市
」
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

災
と
犯
罪
を
予
防
し
よ
う
と
、
夜

間
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
参
加
者
は
反
射
タ
ス
キ
を
か
け
、

ラ
イ
ト
と
防
犯
ブ
ザ
ー
を
持
ち
な

が
ら
地
区
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、
地

域
の
安
心
・
安
全
な
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
観
光
案
内
人
倶
楽
部
】

　「
み
や
ぎ
の
明
治
村
・
と
よ
ま
」

観
光
案
内
人
倶
楽
部
で
は
、
登
米

町
を
訪
れ
た
観
光
客
に
観
光
の
ガ

イ
ド
を
し
て
い
ま
す
。

　
登
米
町
に
は
年
間
約
　
万
人
も

４０

の
観
光
客
が
訪
れ
、
観
光
ガ
イ
ド

を
す
る
回
数
は
多
い
と
き
で
年
間

5
0
0
回
ほ
ど
に
も
な
り
ま
す
。

　
観
光
客
に
登
米
町
の
歴
史
や
文

化
、
自
然
、
施
設
な
ど
の
案
内
を

通
じ
、
地
域
の
持
つ
魅
力
を
紹
介

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
来
て
よ

か
っ
た
、
も
う
一
度
行
っ
て
み
た

い
」
と
感
じ
て
も
ら
い
、
一
人
で

も
多
く
の
観
光
客
に
訪
れ
て
も
ら

え
る
よ
う
活
動
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
観
光
案
内
の
内
容
を
充

実
さ
せ
る
た
め
、
研
修
会
も
行
っ

て
お
り
、
人
材
の
育
成
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

【
後
舟
橋
町
内
会
】

　
後
舟
橋
町
内
会
で
は
夜
間
の
火

【
駅
前
町
内
会
】

　
駅
前
町
内
会
で
は
、
高
齢
者
世

帯
が
多
く
、
行
事
な
ど
へ
の
参
加

者
が
年
々
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
住
民
同
士
の
交
流
の

き
っ
か
け
作
り
と
し
て
地
区
内
の

清
掃
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

作
業
に
は
毎
回
多
く
の
住
民
が
参

加
し
、
共
同
作
業
を
通
じ
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
て
い

ま
す
。

協力して花壇の清掃をする駅前町内会の皆さん

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

連
載
 最
終
回

　
森
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協

議
会
で
は
地
域
が
抱
え
る
問
題
を

整
理
し
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
の
目

標
や
改
善
方
法
な
ど
に
つ
い
て
住

民
が
話
し
合
う
「
森
地
区
協
働
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
」
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　
同
協
議
会
で
は
今
後
も
検
討
会

を
重
ね
、
地
区
の
将
来
あ
る
べ
き

姿
を
ま
と
め
た
「
森
地
区
ま
ち
づ

く
り
計
画
」
の
策
定
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

【
新
小
路
町
内
会
】

　
新
小
路
町
内
会
で
は
、
解
体
さ

れ
た
市
営
住
宅
跡
地
を
地
区
住
民

が
集
う
ミ
ニ
公
園
に
し
よ
う
と
、

住
民
が
協
力
し
て
作
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
ミ
ニ
公
園
の
整
備
作
業
は
、
跡

地
の
除
草
か
ら
整
地
、
芝
草
の
植

栽
、
屋
根
付
き
ベ
ン
チ
の
設
置
な

ど
が
行
わ
れ
、
す
べ
て
地
域
住
民

の
手
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ミ
ニ
公
園
は
、
地
域
住
民
の
憩

い
の
場
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
災

害
時
の
一
時
避
難
所
と
し
て
も
活

用
で
き
る
た
め
、
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
に
も
貢
献
す
る
活
動

と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
吉
田
水
利
組
合
】

　
吉
田
水
利
組
合
で
は
、
地
区
内

の
農
地
に
農
機
具
や
苗
箱
な
ど
の

洗
浄
が
で
き
る
多
目
的
共
同
洗
い

森地区の課題や今後の方向性についての検討会

　
迫
町
森
地
区
協
働
ま
ち
づ
く
り

　
委
員
会
設
置
事
業

 女
性
企
業
家
講
演
会

　
登
米
町
各
地
域
の

　
協
働
へ
の
取
り
組
み

　
東
和
町
各
地
域
の

　
協
働
へ
の
取
り
組
み

場
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ

の
事
業
に
は
、
農
地
を
耕
作
す
る

農
業
後
継
者
が
中
心
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
お
り
、
多
目
的
共
同
洗

い
場
に
は
水
車
を
設
置
す
る
な
ど
、

豊
か
な
農
業
環
境
の
P
R
と
誰
で

も
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
な
施

設
作
り
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
で
の
地
域
づ
く

り
実
現
の
た
め
、
女
性
の
リ
ー

ダ
ー
を
養
成
し
よ
う
と
　
月
　
日
、

１０

３１

㈱
ユ
ー
企
画
の
大
塚
真
実
さ
ん
を

講
師
に
招
い
て
講
演
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
講
演
会
は
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
と
の
共
催
で
、
登
米
市
女
性

セ
ミ
ナ
ー
受
講
者
を
対
象
と
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
、
江
戸

時
代
の
人
間
関
係
を
円
満
に
す
る

知
恵
（
江
戸
し
ぐ
さ
）
に
つ
い
て

の
講
話
の
ほ
か
、
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
、

固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
考
え

方
の
重
要
性
や
、
話
に
よ
っ
て
自

分
の
考
え
を
人
に
伝
え
る
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
企
画
部
市
民
活
動
支
援
課

　

０
２
２
０
（
　
）
２
１
７
３

２２

言葉や立ち居振る舞いの重要性を語る大塚さん

15 Dec.2008

　
東
京
農
業
大
学
醸
造
科
学
科
卒
業
後
、

昭
和
　
年
に
ヤ
マ
カ
ノ
醸
造
㈱
に
入
社
。

４６

入
社
後
は
開
発
や
営
業
な
ど
各
分
野
を

担
当
し
、　

年
間
商
品
の
品
質
向
上
、
需

３７

要
拡
大
に
力
を
注
が
れ
て
い
ま
す
。平
成

　
年
に
は
「
現
代
の
名
工
」
と
し
て
厚
生

１８労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

 黄
綬
褒
章

　

小
野
寺
　
 裕
 さ
ん
（
東
和
町
・
　
歳
）

ゆ
う

５９

　
農
業
や
行
政
区
長
を
し
な
が
ら
も
、
昭

和
　
年
か
ら
平
成
　
年
ま
で
の
　
年
間
、

５５

１９

２７

民
生
児
童
委
員
と
し
て
地
域
の
社
会
福

祉
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。現
在
も

月
１
～
２
回
、
市
の
社
会
福
祉
協
議
会
の

配
食
サ
ー
ビ
ス
で
、
高
齢
者
の
安
否
確
認

な
ど
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

 藍
綬
褒
章

　

千
葉
　
 輝
  男
 さ
ん
（
中
田
町
・
　
歳
）

て
る
 
お

７９

重ねた努力と永年
の功績が認められ

２００８年秋の叙勲・褒章で、市内から秋山次男さん（豊里町東二ッ屋）、千葉貞さん（中田町柴六）、鈴

木米治さん（迫町平柳）、小野寺勇紀さん（東和町米川第３区）、小野寺裕さん（東和町米川第９区）、

千葉輝男さん（中田町並柳）が受章しました。

秋の
叙勲・褒章

　
昭
和
　
年
3
月
か
ら
平
成
　
年
1
月

５１

12

ま
で
の
　
年
間
、
豊
里
町
選
挙
管
理
委
員

23

会
委
員
と
し
て
在
職
し
、
特
に
昭
和
　
年
63

３
月
か
ら
は
同
委
員
会
委
員
長
と
し
て
委

員
会
の
適
切
な
運
営
に
尽
力
し
、
自
ら
開

票
管
理
者
、
選
挙
長
と
な
り
選
挙
の
適
切

な
執
行
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 旭
日
単
光
章

　

秋
山
　
 次
  男
 さ
ん
（
豊
里
町
・
　
歳
）

つ
ぎ
 

お

85

　
昭
和
　
年
、
中
田
町
消
防
団
に
入
団
、

３６

以
来
　
年
の
消
防
歴
。平
成
３
年
に
中
田

３８

町
消
防
団
分
団
長
、
平
成
６
年
か
ら
副
団

長
と
し
て
火
災
予
防
思
想
の
普
及
、
啓
発

と
地
域
防
災
活
動
に
尽
力
し
ま
し
た
。平

成
７
年
３
月
に
消
防
庁
長
官
よ
り
永
年
勤

続
功
労
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

 瑞
宝
単
光
章

　

千
葉
　
 貞
 さ
ん
（
中
田
町
・
　
歳
）

た
だ
し

７７

　
昭
和
　
年
、
迫
町
消
防
団
に
入
団
、
以

２０

来
　
年
の
消
防
歴
。昭
和
　
年
か
ら
登
米

３９

４７

地
区
消
防
事
務
組
合
予
防
課
長
と
し
て
、

防
災
行
政
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。昭
和
　５８

年
か
ら
退
職
ま
で
消
防
本
部
長
を
歴
任
。

昭
和
　
年
３
月
に
消
防
庁
長
官
よ
り
永

５５

年
勤
続
功
労
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

 瑞
宝
双
光
章

　

鈴
木
　
 米
  治
 さ
ん
（
迫
町
・
　
歳
）

よ
ね
 
じ

8２

　
昭
和
　
年
、
東
和
町
消
防
団
に
入
団
、

４０

以
来
　
年
の
消
防
歴
。　
年
か
ら
登
米
地

３７

４９

区
消
防
事
務
組
合
消
防
吏
員
と
し
て
、
地

域
防
災
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。平
成
３
年

　
月
に
永
年
勤
続
知
事
褒
章
、
平
成
　
年

１１

１２

３
月
に
は
消
防
庁
長
官
よ
り
永
年
勤
続

功
労
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

 瑞
宝
単
光
章

　

小
野
寺
 勇
  紀
 さ
ん
（
東
和
町
・
　
歳
）

ゆ
う
 
き

６７
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男
女
共
同
参
画
講
演
会

市
ス
ポ
ー
ツ

　
入
賞
情
報
（
敬
称
略
）

防防防防防防防防防防防防防防防防防
 災災災災災災災災災災災災災災災災災
 ミミミミミミミミミミミミミミミミ
ニニニニニニニニニニニニニニニニ
情情情情情情情情情情情情情情情情

ミ
ニ
情
報報報報報報報報報報報報報報報報報

　　「
災
害
時
に
は
避
難
所
へ
」
こ
れ

は
、
災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
重

要
な
こ
と
で
す
が
、
高
齢
者
や
幼

児
な
ど
、
避
難
す
る
人
の
状
態
や

家
屋
の
被
災
状
況
に
よ
っ
て
は
、

自
宅
で
生
活
を
送
る
ほ
う
が
肉
体

的
・
精
神
的
に
負
担
が
少
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
災
害
の
際
は
周

囲
の
状
況
な
ど
を
判
断
し
、
避
難

場
所
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
は

避
難
所
へ
の
避
難
が
必
要
で
す
。

①
建
物
の
倒
壊
や
火
災
の
延
焼
拡

　
大
、
ガ
ス
漏
れ
な
ど
二
次
災
害

　
の
危
険
性
を
感
じ
た
と
き
な
ど
。

②
市
や
消
防
署
、
警
察
署
な
ど
か

　
ら
避
難
の
勧
告
、
指
示
が
あ
っ

　
た
と
き
な
ど
。

　
市
で
は
、
学
校
、
公
民
館
な
ど

を
避
難
所
と
し
て
指
定
し
て
い
ま

す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
慌
て
な

い
た
め
に
も
、
あ
ら
か
じ
め
避
難

す
る
場
所
・
施
設
な
ど
を
家
族
で

話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

③
避
難
に
つ
い
て

第
３
回
登
米
市
長
杯
争
奪

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
■
開
催
日
　
　
月
　
日
（
日
）

１０

１９

　
■
会
　
場
　
東
和
総
合
運
動
公
園
　

第
１
位

第
２
位
　
北
方
ク
ラ
ブ
（
迫
）

第
　
回
登
米
市
民

１２
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会

　
■
開
催
日
　
　
月
　
日
（
日
）

１０

１９

　
■
会
　
場
　
東
和
総
合
運
動
公
園

　
　
　
　
　
　
第
２
グ
ラ
ン
ド

第
　
回
宮
城
県
小
学
生

２０
選
抜
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　
■
開
催
日
　
　
月
　
日
（
日
）

１０

１９

　
■
会
　
場
　
東
和
総
合
運
動
公
園

　
　
　
　
　
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
　

【
小
学
生
４
年
以
下
男
子
の
部
】

　
第
３
位
　
粕
谷
・
藤
枝
（
中
田
）

平
成
　
年
度
間
伐
・

20

間
伐
材
利
用
コ
ン
ク
ー
ル
 

  ■
開
催
日
　
　
月
　
日
（
木
）

１０

１６

   ■
会
　
場
　
福
島
県
 会
津
若
松
市

　
　
　
　
　
　
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル

【
林
業
事
業
体
に
よ
る
森
づ
く
り

部
門
】

　
間
伐
推
進
中
央
協
議
会
会
長
賞

　
　
夢
の
森
つ
や
ま
協
同
組
合

エ
コ
ｄ
ｅ
ス
マ
イ
ル
コ
ン

テ
ス
ト
ｉ
ｎ
み
や
ぎ
　

　
■
開
催
日
　
　
月
８
日
（
土
）

１１

　
■
会
　
場
　
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
　

優
秀
賞
　
登
米
町
森
林
組
合

　「
無
駄
な
く
使
お
う
森
林
資
源
」

　市では、今年度も宮城県、栗原市、岩沼

市、加美町と共同で、地域住民向けの市場

公募地方債を発行します。

　今回、共同発行する市場公募地方債は３０

億円で、そのうち４億円は登米市汚泥再生

処理センターなどの整備に充てる財源とし

ます。

　県内に居住・勤務している個人や事業所

のある法人であれば、どなたでも購入でき

ます。

【名称】　みやぎ市町村県共同ケヤキ債

　※平成２０年度第１回宮城県市町村共同発

　　行公募公債

【購入申込期間】　１２月１１日（木）～１９日（金）

　※申し込み総額が３０億円に達した時点で

　　締め切り

【発行条件】

　①利率＝固定金利で５年国債利回りを参

　　考に１２月９日に決定予定

　②発行日＝１２月２６日（金）

　③購入限度額＝１人当たり１万円単位で

　　1000万円まで

【取扱金融機関】　

　七十七銀行と仙台銀行および杜の都信用

　金庫の県内店舗窓口で、先着順に販売

【購入時に必要なもの】

　購入代金、印鑑、本人を確認できる書類

（運転免許証など）

　※すでに購入先銀行店舗の通帳を持って

　　いる人は通帳

　※法人の場合は、商業登記簿謄本など

　※マル優・特別マル優制度を利用する人

　　は、確認書類（年金手帳など）

【問い合わせ】

　 ▼企画部財政課　緯 0220（22）2159

　 ▼七十七銀行、仙台銀行および杜の都信

　　用金庫の県内店舗窓口

みやぎ市町村県

　共同ケヤキ債を発行します

【
　
㍍
の
部
】

３０　第
１
位
　
大
内
圭
（
東
和
）

　
第
２
位
　
及
川
司
（
東
和
）

　
第
３
位
　
宮
川
祐
哉
（
東
和
）

【
　
㍍
の
部
】

５０　第
１
位
　
及
川
万
希
（
東
和
）

　
第
２
位
　
小
野
寺
公
正
（
東
和
）

　
第
３
位
　
千
葉
宏
幸
（
東
和
）

【
親
子
の
部
】

　
第
１
位
　
永
澤
清
昭
・
瑛
悟

                                     （
登
米
）

　
第
２
位
　
及
川
晴
美
・
一
希

                                （
登
ア
協
）

　
第
３
位
　
及
川
浩
美
・
志
帆

                                     （
東
和
）

第
３
位
　
光
ヶ
丘
東

　
　
　
　
　
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
（
迫
）

　
　
　
　
Ｆ
・
西
野
倶
楽
部
（
米
山
）

登
米
ヤ
ン
キ
ー
ス（
中
田
）

【
小
学
生
５
年
男
子
の
部
】

　
第
３
位
　
関
口
・
勝
田
（
中
田
）

【
小
学
生
６
年
女
子
の
部
】

　
第
３
位
　
石
川
・
千
葉
（
東
和
）

第
６
回
県
内
中
学
校
選
抜

チ
ー
ム
交
流
野
球
大
会

　
■
開
催
日
　
　
月
8
日
（
土
）
～

１１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
日
（
日
）

　
■
会
　
場
　
石
越
球
場
ほ
か

第
２
位
　
登
米
市
選
抜
チ
ー
ム

【
小
学
生
の
部
】

　
第
１
位
　
永
澤
瑛
悟
（
登
米
）

　
第
２
位
　
佐
々
木
敬
太
（
東
和
）

　
第
３
位
　
千
葉
美
紅
（
東
和
）

【
初
心
者
の
部
】

　
第
１
位
　
及
川
晴
美
（
登
ア
協
）

　
第
２
位
　
中
村
為
夫
（
迫
）

　
第
３
位
　
高
橋
巧
（
中
田
）

【
　
㍍
の
部
】

１８　第
１
位
　
千
葉
亜
美
（
東
和
）

　
第
２
位
　
沼
田
佳
佑
（
東
和
）

　
第
３
位
　
岩
渕
萌
（
東
和
）
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最新設備で
運用スタート

登米市斎場（新火葬場）
火入れ式

　
登
米
市
斎
場
（
新
火
葬
場
）
が

　
月
か
ら
稼
動
開
始
す
る
こ
と
に

11伴
い
　
月
　
日
、
同
所
で
火
入
れ

１０

３１

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
開
会
に
先
立
っ
て
担

当
者
か
ら
各
部
屋
ご
と
の
特
徴
な

ど
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
市
長
が
「
こ
の
斎
場

建
設
は
広
域
４
事
業
の
一
つ
で
、

市
の
最
優
先
課
題
の
一
つ
で
も
あ

り
ま
し
た
。
設
備
的
に
は
太
陽
光

発
電
を
取
り
入
れ
た
り
、
県
内
で

は
仙
台
市
に
次
い
で
２
番
目
と
な

る
集
塵
設
備
の
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
を

設
置
し
、
周
辺
環
境
に
配
慮
し
た

施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
民
皆

さ
ん
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
待
合
室

は
1
部
屋
約
　
畳
の
広
さ
と
な
り
、

５０

４
部
屋
す
べ
て
洋
室
の
い
す
席
と

な
っ
て
い
ま
す
。
管
理
運
営
は
指

定
管
理
者
制
度
を
採
用
し
、
効
率

的
な
運
営
、
き
め
細
や
か
な
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
で
き
る
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
炉
前
の
ホ
ー
ル
で
市

長
が
炉
の
点
火
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
、

火
入
れ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
火
葬
場
に
つ
い
て
は
今
後
、

外
構
工
事
や
解
体
工
事
な
ど
が
行

わ
れ
、
最
終
的
な
完
成
時
期
は
来

年
３
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

試合の結果や来年度に向けての抱負を発表

地
元
の
選
手
が
各
地
で
大
活
躍

　
　
第
　
回
国
民
体
育
大
会
お
よ
び

６３

　
　
　
北
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
選
手
・
監
督
報
告
会

斎場の各施設についての説明を受けました

　
第
　
回
国
民
体
育
大
会
「
チ
ャ

６３

レ
ン
ジ
お
お
い
た
国
体
」（
9
月
　２７

日
～
　
月
７
日
）
と
、
２
０
０
８

１０

北
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
９
月
６

日
～
　
日
）
に
出
場
し
た
市
出
身

１７

の
選
手
・
監
督
の
栄
誉
を
た
た
え

る
た
め
、「
第
　
回
国
民
体
育
大

６３

会
並
び
に
北
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

出
場
選
手
・
監
督
等
報
告
会
（
市

体
育
協
会
主
催
）」
が
　
月
　
日
、

１１

１８

ホ
テ
ル
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
佐
沼
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
陸
上
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
剣
道
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

の
５
競
技
に
出
場
し
た
選
手
や
監

督
の
ほ
か
、
体
育
協
会
、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
、
学
校
、
市
関
係
者
ら

　
人
が
参
加
。
選
手
や
監
督
一
人

７０一
人
に
佐
々
木
 猛
 会
長
か
ら
記

た
け
し

念
品
が
手
渡
さ
れ
、
記
念
撮
影
や

会
食
を
し
な
が
ら
懇
談
し
ま
し
た
。

競
技
の
結
果
は
上
記
の
と
お
り
で
、

市
出
身
の
選
手
・
監
督
が
大
活
躍

し
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

佐々木会長から記念品を受ける選手

最大６０人が使用できる待合室

出身地所　　属種　　目氏　　名No.

米山町豊里小・中陸上競技   （選手）小野寺    晃１

米山町志津川高１年陸上競技   （選手）西 條  裕 喜２

迫　町佐沼高３年陸上競技   （選手）星 　  幸 太３

南方町クレーマージャパン㈱陸上競技   （選手）菅 原 　  新４

東和町岩手大４年陸上競技   （選手）千葉 なお美５

津山町東北高３年バレーボール（選手）阿 部  純 也６

南方町東北高ソフトテニス（監督）中津川 澄男７

迫　町宮城県警察機動隊剣　道　   （選手）佐々木    崇８

迫　町宮城県警察学校剣　道     　（選手）佐々木 栄幸９

中田町津山中剣　道　   （選手）深  堀     誠１０

東和町近畿大３年アーチェリー（選手）松 木  俊 道１１

迫　町㈱スポーツアカデミーアーチェリー（選手）三浦 祐太郎１２

東和町㈲中川商事アーチェリー（選手）及 川  万 希１３

迫　町米谷工業高アーチェリー（監督）千 葉  正 俊１４

東和町米谷工業高３年アーチェリー（選手）小  川     洋１５

東和町米谷工業高３年アーチェリー（選手）芳  賀     聡１６

第６３回国民体育大会出場選手・監督（敬称略）

出身地所　　属種　　目氏　　名No.

東和町㈱倉元製作所アーチェリー（選手）小野寺 公正１

２００８北京パラリンピック出場選手（敬称略）
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災害に備え
大規模訓練

自衛隊震災対処訓練
登米市会場

　
宮
城
県
沖
地
震
を
想
定
し
た
震

災
対
処
訓
練
が
　
月
　
日
と
　
月

１０

３１

１１

１
日
の
２
日
間
、
宮
城
県
と
岩
手

県
の
　
の
市
町
村
で
自
衛
隊
員
や

２２

住
民
な
ど
約
1
万
6
0
0
0
人
が

参
加
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
で
は
、
長
沼
フ
ー
ト
ピ
ア

公
園
を
主
会
場
に
、
第
６
師
団

（
山
形
県
東
根
市
）の
自
衛
隊
員
を

中
心
に
市
消
防
本
部
や
市
民
、
延

べ
１
２
０
０
人
が
、
人
命
救
助
や

孤
立
集
落
か
ら
の
住
民
救
助
輸
送
、

給
水
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
２
日
間
に
わ
た
り
光
ヶ
丘
球
場

で
行
わ
れ
た
住
民
救
助
輸
送
訓
練

で
は
、
避
難
住
民
役
の
市
職
員
や

自
主
防
災
組
織
の
代
表
な
ど
　
人
４０

が
、
自
衛
隊
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
の

避
難
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
長
沼
フ
ー
ト
ピ
ア
公
園
で
は
１

日
、
自
衛
隊
の
炊
事
車
両
や
入
浴

施
設
、
音
響
探
査
機
な
ど
の
特
殊

機
材
の
展
示
、
自
衛
隊
員
が
食
べ

る
カ
レ
ー
の
試
食
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
カ
レ
ー
の
試
食
で
は
配

布
前
か
ら
長
蛇
の
列
と
な
る
な
ど
、

会
場
に
は
多
く
の
人
が
訪
れ
、
普

段
見
る
こ
と
の
な
い
自
衛
隊
機
材

に
実
際
に
触
れ
た
り
、
隊
員
か
ら

熱
心
に
説
明
を
受
け
る
な
ど
、
盛

会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

ヘリコプターでの住民救助輸送訓練

自衛隊から特殊機材の説明を受ける参加者

 　
E
R
S
選
手
が
登
米
市
に

８９
            バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
／
ｂ
ｊ
リ
ー
グ
公
式
戦

　
男
子
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

ｂ
ｊ
リ
ー
グ
２
０
０
８
～
２
０
０

９
シ
ー
ズ
ン
公
式
戦
、
仙
台
　
Ｅ
８９

Ｒ
Ｓ
第
３
・
４
戦
（
対
富
山
グ
ラ

ウ
ジ
ー
ズ
）
が
　
月
　
、　

の
両

１０

２５

２６

日
、
登
米
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
公
式
戦
に
先
立
ち
、
前
日
の
　１０

月
　
日
に
は
市
内
外
の
小
中
学
生

２４
約
１
０
０
人
を
対
象
に
、
中
田
総

合
体
育
館
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

教
室
を
開
催
。
宮
城
県
出
身
の
日

下
 光
 

ひ
か
る

、
佐
藤
 真
  哉
 、
松
田
 大
  地
 、

し
ん
 
や
 

だ
い
 
ち

志
村
 雄
  彦
 選
手
を
は
じ
め
、
全
選

た
け
 ひ
こ

手
と
コ
ー
チ
陣
が
講
師
を
務
め
ま

し
た
。

　
参
加
者
は
、
小
学
生
と
中
学
生

が
そ
れ
ぞ
れ
班
に
分
か
れ
、
ボ
ー

ル
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
や
タ
ー
ン
、

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
な
ど
の
技
術
に
磨

き
を
か
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
教
室
終
了
後
に
は
選
手両チームとも、１点を争う白熱したゲームが展開されました

浜口ヘッドコーチも加わってのバスケット教室

エ
イ
テ
ィ
ナ
イ
ナ
ー
ズ

と
の
交
流
会
も
行
わ
れ
、
子
ど
も

た
ち
は
お
目
当
て
の
選
手
か
ら
サ

イ
ン
や
握
手
を
し
て
も
ら
い
、
貴

重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
公
式
戦
は
両
日
と
も
前
売
り
券

が
完
売
し
、
ス
タ
ン
ド
は
超
満
員
。

市
内
外
か
ら
訪
れ
た
ブ
ー
ス
タ
ー

（
応
援
団
）が
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
の
黄

色
の
手
ぬ
ぐ
い
や
ボ
ー
ド
な
ど
を

持
っ
て
、
選
手
に
大
き
な
声
援
を

送
り
ま
し
た
。

　
第
３
戦
は
一
時
は
同
点
に
追
い

つ
か
れ
ま
し
た
が
、
要
所
で
確
実

に
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
を
決
め
　
対
　

８２

７０

で
勝
利
。
第
４
戦
は
連
勝
を
狙
い

健
闘
し
ま
し
た
が
、　

対
　
で
惜

７３

７９

し
く
も
敗
れ
ま
し
た
。

ブースターも大熱狂
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大
き
な
森
を
育
て
る
小
さ
な
一
粒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
民
参
加
の
新
た
な
森
林
づ
く
り

　「
市
民
参
加
の
新
た
な
森
林
づ

く
り
」（
県
、
市
、
米
川
生
産
森
林

組
合
共
催
）
が
　
月
　
日
、
東
和

１１

１０

町
米
川
字
西
綱
木
地
区
の
山
林
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
自
然
の
形
に
近
い
森

林
づ
く
り
を
目
指
し
て
毎
年
開
催

さ
れ
て
お
り
、
今
年
４
月
に
行
わ

れ
た
津
山
地
区
の
植
樹
に
引
き
続

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
作
業
に

は
米
川
小
の
全
児
童
や
関
係
者
、

約
１
５
０
人
が
参
加
し
、
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
　
本
の
植
樹
と
ミ
ズ
ナ
ラ
約

２０

５
０
０
０
個
の
種
を
ま
き
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
布
施
市
長
が
「
森

仲良く種を植える千葉さん（左）と菅原さん（右）

市長とともにミズナラの種をまきました

林
は
空
気
や
水
の
浄
化
の
ほ
か
に

も
、
山
の
幸
な
ど
多
く
の
恵
み
を

わ
た
し
た
ち
に
与
え
て
く
れ
ま
す
。

今
日
ま
く
小
さ
な
種
は
、
何
十
年

も
か
け
て
大
き
く
な
り
ま
す
。
将

来
、
皆
さ
ん
が
大
人
に
な
っ
た
と

き
に
は
、
ぜ
ひ
も
う
一
度
、
み
ん

な
で
植
え
た
木
を
見
に
き
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
児
童
た
ち
は
、
県
登
米

地
域
事
務
所
の
職
員
か
ら
ま
き
方

の
説
明
を
受
け
た
後
、
上
級
生
と

下
級
生
が
ペ
ア
を
組
み
、
作
業
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　
６
年
の
菅
原
 茄
  奈
  恵
 さ
ん
は

か
 

な
 

え

「
今
日
植
え
た
種
が
成
長
し
、
動

物
な
ど
が
集
ま
る
大
き
な
森
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」。

ま
た
、
１
年
の
千
葉
 優
  真
 さ
ん
は

ゆ
 
ま

「
木
が
大
き
く
育
っ
た
ら
、
み
ん

な
で
ド
ン
グ
リ
を
拾
い
に
き
た
い

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
米
川
小
児
童
は
作
業
終
了
後
、

小
学
校
で
津
山
木
工
芸
品
事
業
協

同
組
合
の
西
條
理
事
長
に
指
導
い

た
だ
き
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
は
し
作

り
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。
昼
食

に
は
山
の
恵
み
の
き
の
こ
汁
が
振

る
舞
わ
れ
、
大
い
に
自
然
を
満
喫

し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

仙台フィル
との夢の共演

第４回
ときめき市民コンサート

岩村さんの熱の入った指導

とめ市民合唱団と仙台フィルハーモニーの素晴らしい共演

　
第
４
回
と
き
め
き
市
民
コ
ン

サ
ー
ト
（
同
実
行
委
員
会
な
ど
主

催
）
が
　
月
９
日
、
登
米
祝
祭
劇

１１

場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
と
き
め
き
市
民
コ
ン
サ
ー
ト
は

２
０
０
５
年
、
登
米
市
誕
生
を
祝

い
ス
タ
ー
ト
。
公
募
に
よ
っ
て
結

成
さ
れ
た
「
と
め
市
民
合
唱
団
」

の
コ
ー
ラ
ス
を
中
心
に
、
地
元
演

奏
家
や
楽
団
と
の
共
演
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
と
め
市
民
合
唱
団
は

登
米
、
栗
原
、
大
崎
、
石
巻
な
ど

の
合
唱
団
に
所
属
す
る
　
人
が
集

８５

ま
り
、
７
月
か
ら
週
１
回
の
練
習

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
か
ね
て
か
ら
団

員
が
要
望
し
て
い
た
仙
台

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽

団
と
の
共
演
が
実
現
し
、
指

揮
者
に
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団

ア
シ
ス
タ
ン
ト
コ
ン
ダ
ク

タ
ー
の
岩
村
 力
 さ
ん
を
迎
え
、

ち
か
ら

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
と
と

も
に
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
「
ア

ヴ
ェ
・
ヴ
ェ
ル
ム
・
コ
ル
プ

ス
」
や
「
も
み
じ
」、「
荒
城

の
月
」
な
ど
、
素
晴
ら
し
い

演
奏
と
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

外で食べるきのこ汁は、格別の味でした
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登米
市の
でき
ご

登米
市の
でき
ごとと

おし
らせ
しま
す

おし
らせ
しま
す！！

▲文化発表会では子どもたちのかわいらしい踊りも発表されました

▲開会式では沼崎区の伊藤選手が選手宣誓

▲かわいらしい力士たちがたくさん参加した「ちびっこ相撲大会」

ふるさとよねやま秋まつりが１０月２５日から２６日の２

日間、米山総合支所と道の駅米山周辺で開催されま

した。ちびっこ相撲大会では、幼稚園年少（４歳）

から小学校６年生（１２歳）までの幅広い年齢層から

多くの子どもが参加し、ほほえましい取組や気迫あ

ふれる取組などが数多く行われ、会場には子どもた

ちの取組を見ようと、多くの観客が訪れていました。

また、発動機愛好者による発動機の展示が行われ、

エンジンの音や煙のにおいなど、多くの人が昔をな

つかしみながら見学していました。

取り組みごとに大きな歓声
米山で「ふるさとよねやま秋まつり」

地域における文化活動の成果を発表する豊里地区文

化祭（豊里文化協会主催）が１１月２日、３日の両日、

旧豊里小学校体育館を会場に開催されました。会場

には、豊里小・中学校の児童生徒や、幼稚園、保育

園の園児などによる写真や絵画が展示されたほか、

地域の人たちが日ごろ創作した手芸、書道などの作

品が展示されました。また、ステージでは文化協会

による芸能発表会も行われました。会場には家族連

れなどが大勢訪れ、展示されている多くの作品や、

芸能発表での見事な踊りを楽しんでいました。

自
豊里で地区文化祭

今年で27回目を迎える南方一周駅伝大会が11月16日、

南方中学校をスタート・ゴール地点に、南方地区内

15.5按、9区間で争われました。これは行政区対抗の

駅伝で、地域の融和や結束を強め、地域の皆さんで

喜びを分かち合える大会として毎年開催されていま

す。少子化などにより年々参加チームは減少してき

ていますが、今年も7チームが参加し、日ごろから鍛

えた健脚とチームワークを競い合いました。今年の

結果は、新高石区との激しい1位争いを制した沼崎区

が2連覇を達成しました。

地区の期待を背中に受け力走
南方で南方一周駅伝大会

慢の作品が勢ぞろい

21 Dec.2008

ト ピ ッ ク ス と め

― TOPICS TOME ―

▲おそろいの法被姿で拍子木を打ちながら火災予防を呼び掛けました

秋の恒例イベント東和の秋まつり（同実行委員会主

催）が11月1日、東和総合支所特設会場で開催されま

した。ステージ発表の部では、町内の各小中学校の

児童生徒による合奏や太鼓演奏、文化協会の皆さん

による踊りのほか、ゲストを招いての歌謡ショーな

どが行われました。また、秋晴れに恵まれた会場内

には、農産物・林産物の販売や軽食バザー、東和中

学校起業販売など多数のコーナーが設けられたほか、

灯油券や地場産品が当たる抽選なども行われ、訪れ

た来場者で大盛り上がりの一日となりました。

歌と踊りで実りの秋を満喫
東和で「東和の秋まつり」

秋季火災予防運動の一環として、つやま幼稚園幼年

消防クラブの園児５１人が１１月１０日、防火パレードを

行いました。父兄会や婦人防火クラブ員らも参加し

て、柳津小学校校庭でパレードの出発式が行われ、

園児代表が「ぼくたち、わたしたちは、絶対に火遊

びはしません」と誓いました。その後、柳津小を出

発した園児たちは、幼稚園までの約１按の区間、拍

子木を打ち鳴らしながら「火の用心、マッチ一本火

事のもと」と、沿道の市民に火災予防を元気いっぱ

い呼び掛けました。

▲小学生も参加し、大人顔負けのすばらしい踊りを披露

第18回伊達なおいとこ踊り宮城大会（奥州森邑十三

講秋祭り奉賛会主催）が11月９日、森公民館で開催

されました。祝いの席の座敷踊りとして踊り継がれ

親しまれている「おいとこ踊り」の競演に、県内外

の９歳から78歳までの18組・45人が参加しました。

唄や踊りが地域ごとに少しずつ違いがあるところも、

見どころで、それぞれの踊りに大きな拍手と歓声が

上がりました。最優秀賞（宮城県知事賞）は野田ア

キ子さん（栗原市）が受賞。そのほかの入賞者にも、

市長賞、教育長賞などが贈られました。

伝統の唄と踊りを競い合う
迫で伊達なおいとこ踊り宮城大会

大きな声で「火の用心！」
津山で幼年消防クラブ防火パレード

▲東和中による起業販売には工夫を凝らした多くの商品が並びました
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▲多くの囲碁愛好家が参加し、熱戦を繰り広げました。

▲直径約２の大鍋で作った１,０００人分の芋煮汁が振る舞われました

▲恒例となった「巨大かっぱ巻き」には２５０人以上が参加しました

まるごといしこしまつり（同実行委員会主催）が１１

月２日にチャチャワールドいしこしを会場として開

催、市内外から約3,800人の人が訪れ、大いににぎわ

いました。まつりでは、パターゴルフ大会や商工ま

つり、リサイクルチャリティバザーなどさまざまな

イベントが行われたほか、ステージでは伝統芸能の

鳥舞などの披露や温泉宿泊券が当たるお楽しみ抽選

会が行われました。まつりの目玉として定番となっ

た1,000人大鍋での芋煮汁の無料提供にも長蛇の列

ができ、瞬く間になくなりました。

今年も大人気1,000人芋煮汁
石越で「まるごといしこしまつり」

第２２回なかだの秋まつり（同実行委員会主催）が１１

月１日、２日の２日間、市役所中田庁舎を主会場に

開催され、市内外から約14,000人が訪れました。会

場では、農業祭・文化祭・菊花盆栽展のほか、野外

ステージで柴田三兄妹津軽三味線ライブや爆笑!!も

のまねステージが行われ、会場には拍手と笑い声が

あふれていました。親子連れなど２５０人以上が参加

した「巨大かっぱ巻」では、見事114の巨大かっ

ぱ巻が完成しました。また、農産物などの直売も行

われ、多くの来場者でにぎわった２日間でした。

巨大なカッパ巻に大歓声
中田で「なかだの秋まつり」

河北杯争奪第２０回登米地方囲碁大会が１１月１６日、登

米公民館を会場に市内外から多くの囲碁愛好家が参

加して開催されました。大会は各クラスとも参加者

をランク別に３つのグループに分けた変則リーグ戦

形式で、熱戦が繰り広げられました。また、大人に

混じって小学生の参加もあり、大人顔負けの真剣な

眼差しで対戦相手に挑んでいました。大会役員は

「小学生は大人よりもずっと吸収力があるので、

あっという間に強くなって大会のたびに驚かされま

す」と話していました。

日ごろの鍛錬の成果を今こそ
登米で河北杯争奪登米地方囲碁大会

23 Dec.2008

ト ピ ッ ク ス と め

― TOPICS TOME ―

「登米おいしいもの市・秋の市」が１０月２７日、２８日の両日、

仙台市勾当台公園市民広場で開催されました。新米、大根、

しいたけ、油ふ、漬物、登米産牛のくし焼きなど市内産の

農林産物の販売や、郷土料理の「はっと汁」が無料で振る

舞われました。また、地元産の新米などが当たる大抽選会

も行われ、会場には多くの買物客が訪れていました。

大好評！「登米市の食材」

▲新鮮な食材を求め、多くの買物客が訪れました

トピックス 
 ぷらぷらすす

▲持ち寄った料理を楽しみながら交流する参加者

カボチャでランタン作製

▲疎開当時の食事を通し交流を深める参加者

疎開当時の思い出のメニュー

▲県内から多くの交通関係者が参加しました

交通ルールやマナーに対する意識の向上を目指し、交通事

故を撲滅しようと11月6日、登米祝祭劇場で第４０回宮城県

交通安全県民大会が開催されました。式では交通安全作文

の朗読や各種功労者の表彰が行われ、受賞者を代表して市

交通安全指導員の菅原 晃 さん（石越）が「さらに精進を重
こう

ね、安全な交通社会の実現に努めたい」と述べました。

安心・安全な交通社会の実現を

ハロウィーンパーティー（市国際交流協会主催）が１０月３１

日、迫公民館で開催され、関係者と市民約１３０人が参加しま

した。パーティーは、料理などを一人一品持ち寄る「ポッ

トラック」形式で開催。参加者は魔女や恐竜、侍などに仮

装したり、大小さまざまなカボチャを使ってランタンを

作ったりしながら、楽しいひとときを過ごしました。

ヒストリーカフェ「食べてみよう！疎開学童が食べたもの」

が１１月１日、東和町の不老仙館で開催されました。これは、

食事から地域の歴史を学ぼうと市歴史博物館が主催したも

ので、当日は地域の住民や疎開体験者などが参加し、疎開

当時の話や、ジャガイモを混ぜたすいとん、大根の漬物な

ど当時を再現したメニューの食事体験が行われました。

１０/３１

１１/６

１１/１

１０/２７～２８
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市
民
の
広

市
民
の
広
場場

機関車の乗り物で遊ぶのが

大好きな潤人くん。お気に

入りの「お母さんといっ

しょ」が始まると、テレビの

前で上手にダンスをします。

食べ物ではトーマスのラム

ネがお気に入りです。

笹原  潤 
じゅん

 人 くん
と

（豊里町新町）

平成１９年５月１１日生まれ

（１歳）

隆三さんの長男

橋本　 光  晟 君（米山中２年）
こう せい

（米山町斉藤・光幸さん方）

ぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼ
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
と

わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
ししししししししししししししししししししし
の

夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢
№４４

市民の広場の保護者

名は、取材時に申し

出のあった人の名前

を掲載しています。

市
民
の
広
場
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
掲
載
を
希
望
す
る
人
や

情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

広
報
広
聴
係
ま
で
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

総
務
部
市
長
公
室
広
報
広
聴
係

　
　
萎
９
８
７
‐
０
５
１
１

　
　
登
米
市
迫
町
佐
沼
字
中
江
二
丁
目
６
番
地
１

　
　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
０
９
０
　
胃
０
２
２
０
（
　
）
９
１
６
４

２２

２２

　
　
 E
メ
ー
ル

k
oho@

c
ity
.tom
e
.m
iy
a
g
i.jp

　
小
学
校
４
年
生
か
ら
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
で
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
、
現

在
は
仙
台
の
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス

チ
ー
ム
に
所
属
し
、
週
に
４
回
の

練
習
を
こ
な
し
て
い
る
光
晟
君
。

ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
フ
ォ
ワ
ー
ド
で
、

試
合
で
は
チ
ー
ム
の
得
点
源
と
し

て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
光
晟
君
の
夢
は
、
プ
ロ

の
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
る
こ
と
。

２
０
０
２
年
の
日
韓
ワ
ー
ル
ド

ス
ピ
ー
ド
が
武
器
の
サ
ッ
カ
ー
選
手
に

カ
ッ
プ
の
日
本
代
表
を
見
て
、
自

分
も
プ
ロ
の
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な

り
た
い
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。

　「
練
習
で
は
ス
ピ
ー
ド
で
マ
ー

ク
を
振
り
払
い
、
良
い
ポ
ジ
シ
ョ

ン
で
ボ
ー
ル
を
も
ら
え
る
よ
う
に

心
掛
け
て
い
ま
す
。
好
き
な
選
手

は
、
ど
ん
な
状
況
で
も
ゴ
ー
ル
を

決
め
る
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
の
大
久

保
選
手
で
す
」
と
、
力
強
く
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

散歩にいって犬や猫などを

見たり、かくれんぼが大好

きな日萌乃ちゃん。隠れる

と探しにきてもらうのを

待っています。食べ物では

好き嫌いが無く、なんでも

食べる日萌乃ちゃんです。

千葉  日  萌  乃 ちゃん
ひ め の

（中田町加賀野二区）

平成１９年１０月１６日生まれ

（１歳）

真一さんの長女

市
民
の
広
場
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
掲
載
を
希
望
す
る
人
や

情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

広
報
広
聴
係
ま
で
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

総
務
部
市
長
公
室
広
報
広
聴
係

　
　
萎
９
８
７
‐
０
５
１
１

　
　
登
米
市
迫
町
佐
沼
字
中
江
二
丁
目
６
番
地
１

　
　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
０
９
０
　
胃
０
２
２
０
（
　
）
９
１
６
４

２２

２２

　
　
 E
メ
ー
ル

k
oho@

c
ity
.tom
e
.m
iy
a
g
i.jp

作

品

募

作

品

募

集集

!!

●
1
月
号
は
俳
句
・
川
柳
で
す
。

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、　

月
　
日
ま
で
ご
応

１２

１０

募
く
だ
さ
い
。な
お
作
品
に
は
す
べ
て
か
な
を
振
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
掲
載
し
ま
す
。

 秋
 の

あ
き

 日
 の
つ
る
べ

ひ

 落
 と
し
に

お

 日
 
ひ

 暮
 る
る
を

ぐ

　
 侘
 

わ
び

し
と
 思
 う

お
も

 患
 

わ
ず
ら

う
 身
 に
は
　
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
泰
　
子
（

迫

）

み

 新
米
 に

し
ん
ま
い

 野
  菜
 

や
 
さ

い

 果
物
 み
な
 美
  味
 し

く
だ
も
の
 

う
 

ま

　
メ
タ
ボ
 対
策
  困
 っ
た
も
の
だ
　
　
　
　
   二
ノ
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市 民 の 広 場

２人のお兄ちゃんと一緒に

遊んだり絵を描いたりする

のが大好きな美聡ちゃん。

いつもノートにいろいろな

絵を描いています。お気に

入りは犬のぬいぐるみで、寝

るときももちろん一緒です。

 佐々木  美  聡 ちゃん
み さと

（石越町寺山）

平成１７年１２月４日生まれ

（２歳）

裕明さんの長女

お父さんに作ってもらった

砂場で遊んだり、アンパンマ

ンやディズニーのテレビを

見たりするのが大好きな明

日夢くん。食べ物ではチー

ズの入ったサンドイッチが

大好物です。

佐藤  明  日  夢 くん
あ す む

（津山町黄牛町）

平成１８年６月３０日生まれ

（２歳）

良紀さんの次男

■大人向け

　※たくさん新刊が入りました。詳しくは市ホーム

　　ページをご覧ください。

■子ども向け

わ げ す た づ

わげすたづ　わげすたづ　わげすたづ　わげすたづ

まままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちののののののののののののののののの若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆
№４４

　
わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
　

№４４

江戸・向嶋で種苗屋を営む

若夫婦に、愛の試練が待ち

受けていた。

実さえ花さえ 

朝井 まかて／著

新刊紹介 ＝登米図書館＝ 緯０２２０（５２）２３１６

境目のない中学時代だから

こそ楽しくて何でも遊びに

できるんです。

中学時代にしておく
５０のこと

中谷 彰宏／著

いつか息子は自分の背中を

乗り越えるだろう。魂が涙

する父親物語。

とんび

重松 清／著

いちばんたいせつなこと

ドロシー・ロー・ノルト／著

「子どもが育つ魔法の言葉」

の著者が子どもたちに贈る

１６のメッセージ

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
身
長
と
血
液
型
　
１
５
０

㌢

で
O
型
で
す
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
現
在
は
　
み
や
ぎ
登
米
農
業
協

同
組
合
南
方
支
店
に
勤
務
し
て
３

年
目
に
な
り
ま
す
。
所
属
は
金
融

課
で
、
出
納
業
務
や
窓
口
業
務
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
出
納
業
務
で

は
お
客
さ
ま
か
ら
お
預
か
り
し
た

お
金
を
扱
う
の
で
決
し
て
ミ
ス
が

な
い
よ
う
に
、
窓
口
業
務
で
は
丁

寧
な
対
応
を
す
る
よ
う
に
心
掛
け

て
い
ま
す
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
自
分
の
性
格
　
負
け
ず
嫌
い
だ

と
思
い
ま
す
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
休
日
は
　
家
族
や
友
達
と
買
物

に
行
っ
た
り
、
映
画
を
見
た
り
し

て
い
ま
す
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
趣
味
は
　
ト
イ
カ
メ
ラ
で
空
や

建
物
の
風
景
を
撮
っ
た
り
、
音
楽

鑑
賞
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
理
想
の
男
性
像
　
自
分
の
父
親

の
よ
う
な
何
事
に
も
ま
じ
め
に
取

り
組
む
人
が
理
想
で
す
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
今
や
っ
て
み
た
い
こ
と
　
最
近

民
謡
を
習
い
始
め
ま
し
た
。
今
は

ま
だ
「
さ
ん
さ
時
雨
」
し
か
歌
え

ま
せ
ん
が
、
練
習
し
て
も
っ
と
多

く
の
曲
を
歌
え
る
よ
う
に
な
り
た

い
で
す
。
ま
た
、
三
味
線
に
も
挑

戦
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

長尾　美幸さん（２4歳）

　ながお　みゆき　

　豊里町鴇波・うお座

ト
イ
カ
メ
ラ
で
各
地
の
風
景
や
建
物
の

写
真
を
撮
る
撮
影
旅
行
を
し
て
み
た
い

平均年齢世界最高齢の交響

楽団が贈る。笑い、涙、サ

スペンスあり。

オケ老人！ 

荒木 源／著

楽しい手品がつぎつぎ登

場！ゆかいで心温まる友情

物語です。

にげだした てじなのたね 

田中 友佳子／著
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健 康 ＆ 福 祉

12月の「こころの相談」

●眠れない、気分が落ち込む、イライラする
●家庭や職場、学校などで対人関係がうまくいかない
●人との付き合いがおっくうだ　　　　　　　●お酒がやめられない
●物忘れが気になる、認知症による問題行動でどうしたらいいか分からない
●精神疾患を抱えている本人や家族、関係者など

相談は無料で、秘密は守られます。
また、事前に申し込みが必要です。　※居住地以外のところでも相談できます。 　母子健康手帳は原則として、住

所地の総合支所市民福祉課健康づ

くり係で交付します。

　上記以外においでの際は、事前

にご連絡ください。

　また、妊産婦の健康相談も行っ

ています。気軽にご相談ください。

電話での相談も、随時受け付けて

います。

母子健康手帳の交付
と

妊  産  婦  相  談

障害者就業相談のお知らせ

【相談日】　１２月２４日（水）

【場所・時間】

　 ▼津山総合支所：午前９時３０分～正午

　 ▼県東部保健福祉事務所　登米地域事務所：午後１時３０分～

　３時

【申し込み】　予約制です。お住まいの総合支所市民福祉課市民

　福祉係へお申し込みください。

【問い合わせ】

　 ▼福祉事務所生活福祉課　障害福祉係

　緯 0220（58）5552

　 ▼各総合支所市民福祉課　市民福祉係

大切な“いのち”を守るため
　  献血にご協力ください

全血
10：00～12：00登 米 総 合 体 育 館

12/５
14：00～16：00津 山 総 合 支 所

全血
10：15～12：00中 田 保 健 福 祉 会 館

８
13：30～16：00みやぎ生協　加賀野店

全血
10：15～12：00県 登 米 合 同 庁 舎

11
14：00～16：00みやぎ生協　加賀野店

全血
10：00～12：00ロ ッ ク シ テ ィ 佐 沼

ショッピングセンター
28

13：00～16：00

全血
10：00～12：00

ヨークベニマル佐沼店１/３
13：00～16：00

【問い合わせ】　市民生活部健康推進課　健康推進係
　　　　　　　緯 0220（58）2116

毎週月曜日

8：30 ～ 11：30

一人で悩まずに相談を

申し込み電話番号担　当場　所日（曜）地区

緯 0220（53）4112カウンセラー東和地域福祉センター２６日（金）東　和

緯 0220（34）2311カウンセラー中田保健福祉会館２４日（水）中　田

緯 0225（76）4113カウンセラー豊里健康管理センター５日（金）豊　里

緯 0220（55）2112家族相談士米山総合支所１８日（木）米　山

緯 0228（34）2112医　師石越総合支所１１日（木）石　越

緯 0220（58）2113
家族相談士

南方保健センター
１１日（木）

南　方
医　師１６日（火）

緯 0225（61）5011医　師津山ふれあいセンター１６日（火）津　山

不明な点は、各総合支所市民福祉課　健康づくり係までお問い合わせください

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　インフルエンザにかかると、急な発熱、頭痛、関節

痛、筋肉痛などの全身症状が強く、普通の風邪と同様

に、のどの痛み、鼻水などの症状も見られます。

　高齢者や小児、呼吸器や心臓などに慢性の病気があ

る人は、症状が重くなる場合もありますので、十分注

意が必要です。

　インフルエンザの予防は、手洗い、うがいが基本で

す。流行の時期になりましたので、自分でできる予防

を心掛けましょう。

外出後は手洗い・うがいをしましょう

睡眠を十分に取り、バランスよく栄養を取りま

　しょう

重症化防止のために予防接種を受けましょう

流行時には人ごみを避けるようにしましょう

大勢の中に入るときはマスクを着用しましょう

適度な温度・湿度を保ちましょう

予防するために

イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイインンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザををををををををををををををををををををををををををををををををを予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防しししししししししししししししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままままままままままままままましししししししししししししししししししししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょインフルエンザを予防しましょうううううううううううううううううううううううううううううううううう
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※当番医は、変更になることがあります。各医療機関に確認の上、受診してください。

けんこう と ふくし ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

歯科休日当番医休日急患当番医　緯 0220（22）2084（医師会）月　日

緯 0220（55）2011米山町市 立 よ ね や ま 病 院緯 0220（55）2011米山町市 立 よ ね や ま 病 院12/７

緯 0220（22）7111迫　町ご と う 歯 科 医 院緯 0220（35）1161中田町おおたおおたにクリニック14

緯 0220（55）2755米山町なかつやま歯科医院緯 0220（52）3936登米町桜 井 医 院21

緯 0220（55）3300米山町よねやま歯科診療所緯 0220（22）2177迫　町遊佐内科胃腸科医院23

緯 0225（76）0220豊里町佐 藤 歯 科 医 院緯 0220（52）2166登米町川 村 医 院28

緯 0220（22）2210迫　町さ く ら 歯 科 医 院29

緯 0225（68）3244津山町津 山 歯 科 診 療 所30

緯 0220（22）6007迫　町ちば歯科クリニック
緯 0220（21）1380迫　町上 杉 皮 膚 科 医 院

31
緯 0220（34）6625中田町大 坂 医 院

緯 0220（22）8145迫　町ホ ワ イ ト 歯 科
緯 0220（58）2058南方町佐 藤 医 院

１/１
緯 0220（22）7003迫　町佐 幸 医 院

緯 0220（52）3210登米町高 橋 歯 科 医 院
緯 0220（28）3398迫　町新 田 診 療 所

２
緯 0220（22）0888迫　町菅原内科クリニック

緯 0220（22）7411迫　町高橋歯科クリニック
緯 0220（29）6056南方町島 医 院

３
緯 0220（22）6508迫　町二瓶内科胃腸科医院

緯 0225（76）2023豊里町市 立 豊 里 病 院緯 0225（76）2023豊里町市 立 豊 里 病 院４

産診療時間　９：００～１７：００

【問い合わせ】　※月曜～金曜日（休日を除く）

　市民生活部健康推進課　緯 0220（58）2116

産診療時間　９：００～１７：００

産休日・夜間診療案内　緯 0229（24）2267（２４時間）
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宮城県  こども夜間  安心コール

夜間の子どもの病気に、経験豊富な看護師が電話でお答えします。

以前は休日のみの相談受け付けでしたが、９月からは毎日受け付けています。

こんなとこんなときき 相 談 電相 談 電 話話

纂お子さんの急な発熱
纂お子さんの急なケガ

すぐに受診させた方が良いのか、

様子をみても大丈夫なのか迷ったときに。

纂プッシュ回線の固定電話、携帯電話からは局番なしで

纂プッシュ回線以外の固定電話、PHSなどからは

＃8000

022（212）9390
虞

【問い合わせ】　県保健福祉部医療整備課　地域医療班　緯022（211）2622

※相談はあくまでも助言であり、診療は行いませんのでご了承願います。

毎日午後７時から午後11時まで

おおむね１５歳までの子どもの保護者など

◆相 談 日 時

◆相談対象者
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柴崎　 拓  真 くん
たく ま

（南方町南大畑・雅伸さん）

千葉　 秀 くん
しゅう

（南方町北大畑・和幸さん）

伊藤　 遙 くん
はる

（米山町平埣・俊さん）

小原　 安  珠 ちゃん
あん じゅ

（米山町今泉・丈典さん）

渡邊　 美  咲 ちゃん
み さき

（南方町裏大岳・克昭さん）

髙橋　 桂 ちゃん
けい

（南方町新高石・幸枝さん）

狩野　 春  香 ちゃん
はる か

（南方町山成・勝則さん）

千葉　 雄 
ゆう

 翔 くん
と

（南方町南大畑・慶信さん）

佐々木 美  月 ちゃん
る な

（南方町北本郷・真美さん）

加藤　 美  桜 ちゃん
み お

（米山町新町・晋さん）

千葉　 桐  耶 くん
とう や

（迫町萩洗・裕二さん）

伊藤　 寧  音 ちゃん
ね ね

（米山町後小路・勇さん）

後藤　 桃  佳 ちゃん
もも か

（迫町光ヶ丘東・正有さん）

佐々木 蓮  華 くん
れん か

（米山町六軒屋敷・聡正さん）

及川　 龍  樹 くん
たつ き

（迫町三方島・宗徳さん）

佐藤　 百  佳 ちゃん
もも か

（迫町小友・幸恵さん）

髙橋　 大  翔 くん
ひろ と

（迫町板橋・清和さん）

髙橋 昇 
しょう

 太 
た

 郎 くん
ろう

（迫町駒木・淳一さん）

豊原　 実  桜 ちゃん
み お

（迫町萩洗・一男さん）

四十九院 香  凜 ちゃん
か りん

（迫町駒林・薫さん）

千葉　 柊 くん
しゅう

（迫町大浦・健さん）

上野　 穂  華 ちゃん
ほの か

（迫町永田・誠さん）

菅原　 楓 ちゃん
かえで

（迫町八幡・靖弘さん）

菅原　 栄  斗 くん
ひで と

（迫町新町・栄治さん）

※（　）内には申し出があった保護者の名前を掲載しています。

１ １月１ ２   日までの３歳児健診（３歳６カ月～７カ月児）でむし歯がなかった子は、市内３地区で４ ０人中     ２ ４人でした

29 Dec.2008

　12月のパソコン相談室

◆パソコン教室

　ワードで年賀状、エクセルで健康

管理グラフを作ってみませんか。

ワード

【日時】　

　１２月９日（火）午前１０時～正午

　１２月１２日（金）午後７時～９時

エクセル

【日時】

　１２月１６日（火）午前１０時～正午　

　１２月１９日（金）午後７時～９時

・共通事項

【場所】　迫にぎわいセンター

【受講料】　2,000円

【申込方法】　電話

【申込期限】　受講日前日

◆無料相談室

　パソコンで困っている人のため、

無料相談会を開催します。パソコン

の持ち込みが可能な人は、持参して

ください。

　県東部保健福祉事務所
　12月の相談

アルコール家族教室

【日時】　１２月１７日（水）

　午後１時３０分～３時３０分

【対象者】　飲酒の問題で悩んでいる

　家族、アルコール依存症について

　知りたい家族

【テーマ・内容】　家族の病気

精神保健福祉相談

【日時】　１２月１９日（金）

　午後１時３０分～３時

【対象者】　心の悩み、ストレスなど

　を抱えた本人・家族・関係者など

・共通事項

【場所】　県東部保健福祉事務所

　登米地域事務所

【相談料】　無料

【予約方法】　事前に電話で予約して

　ください。

【問い合わせ】

　県東部保健福祉事務所

　登米地域事務所　母子・障害班

　緯 0220（22）6118

【問い合わせ】　登米祝祭劇場

　緯 0220（22）0111

◆第７回和太鼓フェスティバルinと

め

【日時】　１２月７日（日）

　午後０時３０分～

【場所】　大ホール

【入場料】　前売り：大人＝1,500円、

　小中学生＝500円

【問い合わせ】　実行委員会

　緯 0225（76）0838

◆第１４回登米市合唱祭

【日時】　１２月１４日（日）

　午後１時３０分～

【場所】　大ホール

【入場料】　無料

【問い合わせ】　登米市合唱連盟

　緯 0220（34）2005

◆伊藤節子・季節の調べ～書とさし

絵のコラボレーション～

【日時】　１２月２日（火）～２６日（金）

　午前１０時～（最終日は正午まで）

【場所】　レストラン蓮房

【入場料】　無料

【問い合わせ】　登米祝祭劇場

　緯 0220（22）0111

◆第１０回記念登米市美術協会展

【日時】　１２月２日（火）～７日（日）

　午前９時３０分～

【場所】　小ホール

【入場料】　無料

　登米祝祭劇場
　12月のイベント情報

【日時】　１２月２１日（日）

　午前１０時～正午

【場所】　津山公民館

【申込期限】　５日前まで

◆出前コース

　都合の良い時間に合わせて、あな

たの自宅にパソコンを持参して相談

に応じます。

【料金】　１コース5,000円（４時間）

【申し込み・問い合わせ】

　NPO法人パソコン・ネット・みやぎ

　緯 0220（21）5262

　県在宅緩和ケア
　支援センターの相談

　地域で生活しているがん患者やそ

の家族の日常生活での悩みや不安に

対して、経験豊富な看護師が相談支

援などを行っています。

【受付日時】　月曜日～金曜日の午前

　１０時～午後４時（祝日は除く）

　※面談による相談は、原則として

　予約が必要です。

【相談先・問い合わせ】

　県在宅緩和ケア支援センター

　（県立がんセンター内）

　緯 022（381）1159

　県難病相談支援センター
　の相談

　地域で生活する難病患者やその家

族の日常生活での悩みや不安に対し

て、看護師や難病患者会の相談員

（ピアカウンセリング）が相談支援な

どを行っています。

【受付日時】　月曜日～金曜日の午前

　１０時～午後５時（祝日は除く）、毎

　月第１日曜日と第３土曜日の午前

　１１時～午後４時

　※面談による相談は、原則として

　予約が必要です。

【相談先・問い合わせ】

　県難病相談支援センター

　（仙台市交通局本局庁舎４階）

　緯 022（212）3351
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　子育てサポーター「てって」では、

子育て支援事業の一環として、未就

学児を対象としたイベントを開催し

ます。

【日時】　１２月２３日（祝）

　午前１０時～１１時３０分

【場所】　迫公民館　軽運動場

【内容】　手遊び、リトミック、読み

　聞かせ、ゲームなど

【募集人員】

　親子３０組（兄弟姉妹での参加可）

【参加費】　子ども１人につき１００円

【申込方法】　電話

【申込期限】　１２月１５日（月）

　「Ｘ’mas×２   あつまれ！
　元気っこ」参加者募集

【申し込み・問い合わせ】

　子育てサポーター「てって」

　（事務局＝市社会福祉協議会迫支

　所内）

　緯 0220（22）3537

　登米市国際まつり＆
　Christmas  party

【日時】　１２月１４日（日）

　午前１０時～午後２時３０分

【場所】　迫公民館２階　軽運動場・

　大会議室

【テーマ】　友情の輪

【参加費】　無料

【内容】　 ▼多文化共生を考えるシン

　ポジウム ▼芸能鑑賞 ▼ゲーム大会

　 ▼子どもたちによるプレゼント交

　換 ▼ポットラックパーティー ▼市

　国際交流協会事業パネル展示コー

　ナー ▼県国際交流協会、国際協力

　機構活動紹介コーナーなど

【その他】　ポットラックパーティー

　と子どもたちによるプレゼント交

　換がありますので、一人一品の料

　理とプレゼントを持参してくださ

　い。

【問い合わせ】

　市国際交流協会事務局

　緯 0220（52）2144

　※月曜・水曜・金曜日の午前９時

　～午後４時

　民俗芸能や郷土料理などを通して

異なった文化を理解するとともに、

交流と親睦を深め多文化共生のまち

づくりを考えることを目的に、国際

まつりを開催します。

　白鳥スマイルキッズデー
　参加者募集

　親子で体験保育ができます。

　また、専任保育士が育児相談にも

応じます。

【日時】　１２月１９日（金）

　午前９時３０分～１１時

【場所】　白鳥保育園（南方町）

【対象者】　１歳～就学前の児童

【内容】　リズム遊び

【申込方法】　電話

【申し込み・問い合わせ】

　白鳥保育園

　緯 0220（58）2681

　※随時、受け付けています。

　裁判所からのお知らせ

　１２月の広報テーマは「裁判員制度

に対する疑問にお答えします」です。

　詳しくは、最高裁ホームページを

ご覧ください。

【URL】　http://www.courts.go.jp/

【問い合わせ】

　 ▼仙台地方裁判所事務局総務課

　緯 022（222）6111　内線3015

　 ▼仙台家庭裁判所事務局総務課

　緯 022（222）4165　内線4613

　手話サークルの会員募集

　市内で活動している手話サークル

「パール」では、会員を募集していま

す。耳が聞こえる人も聞こえない人

も、手話に興味のある人ならどなた

でも参加できます。気軽にご参加く

ださい。

【活動日時】　金曜日の午前９時３０分

　～１１時３０分（月３回）

【場所】　南方公民館

【会費】　年1,000円（冷暖房費）

【講師】　登米市手話通訳相談員

【申込方法】　電話または電子メール

【申し込み・問い合わせ】

　手話サークルパール

　 ▼電話の場合：事務局＝二階堂

　緯 0228（34）3905

　※午後９時までにおかけください。

　 ▼電子メールの場合：代表＝開発

　死 syuwapearl@yahoo.co.jp

　12月10日から16日までは
　「北朝鮮人権侵害問題啓発
　週間」です

　毎年１２月１０日から１６日は「北朝鮮

人権侵害問題啓発週間」です。

　北朝鮮当局による人権侵害問題に

関する国民の認識を深めるとともに、

国際社会と連携しつつ北朝鮮当局に

よる人権侵害問題の実態を解明し、

抑止することを目的として制定され

たものです。

【問い合わせ】　

　 ▼佐沼警察署  緯 0220（22）2121

　 ▼登米警察署  緯 0220（52）2121

▼

昨
年
の
様
子

　健康保険、厚生年金保険、国

民年金など社会保険の全般につ

いての相談に応じます。

【１２月の開設日】　１２月１７日（水）

【時間】　午前９時１０分～正午、

　午後１時～３時３０分

【場所】　迫公民館

【問い合わせ】

　古川社会保険事務所

　緯 0229（23）1203

社会保険相談所開設
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【問い合わせ】　市民生活部国保年金課　　緯 0220（58）2166

　　　　　　　古川社会保険事務所国民年金業務課　緯 0229（23）1203

国民年金の給付について ～老齢基礎年金国民年金の給付について　～老齢基礎年金～～

　老齢基礎年金は、保険料納付要件を満たした人が、６５歳から生涯受け取る

ことができる年金です。

◆受給するための要件

　老齢基礎年金を受けるためには、保険料を納めた期間、保険料を免除され

た期間、合算対象期間とを通算した期間が、原則２５年（３００月）以上あること

が必要です。

　※「保険料を納めた期間」には、国民年金保険料を納付した期間のほか、

　厚生年金や共済組合に加入していた期間、厚生年金や共済組合の加入者に

　配偶者として扶養されていた期間（第三号被保険者）があります。

　※「合算対象期間」は、年金額には反映しない、いわゆる「カラ期間」と

　呼ばれるもので、国民年金に任意加入できる人が任意加入しなかった期間

　などがあります。

◆年金額（年額）＝満額　792,100円

　２０歳から６０歳までの４０年間保険料を納めた場合に満額の年金が支給され、

保険料の未納期間などがある場合は、その月数に応じて減額されます。また、

付加保険料（月額４００円）を納付していた月があるときは、付加年金として

「納付した月数×２００円」が加えられます。

　※厚生年金や共済組合に加入していた期間がある場合には、老齢基礎年金

　に老齢厚生年金や退職共済年金が上乗せされて支給されます。

◆繰り上げ・繰り下げ請求

　老齢基礎年金は原則６５歳からですが、６０歳から７０歳までの間、本人の希望

により受給の開始を早めたり、遅らせたりすることができます。請求の時期

により年金額は減額または増額され、以後生涯を通してその額になりますの

で、よく考えて行う必要があります。

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ国民年金だよりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

国民年金保険料は納めた人の税金の控除対象になりま国民年金保険料は納めた人の税金の控除対象になりますす

　国民年金保険料は、被保険者本人だけではなく、その世帯の世帯主および

配偶者も連帯して納付する義務があり、家族の国民年金保険料を納付した場

合は、その納付額の全額が納付した人の所得税などの控除対象になります。

１月から１２月までの間に納付した保険料が申告の対象になりますので、未納

になっている保険料があるときは年内に納付するようにしましょう。

　申告の際には、納付した国民年金保険料額を証明する書類が必要です。１１

月初旬に送付されている「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」には、

その年の１月から９月末までの間に納付された保険料額と、年内に納付が見

込まれる場合の見込み額が記載されています。後から納付した保険料がある

場合には、納付した際の領収証書を添付して申告してください。

　詳しくは、国民年金保険料の納付については、古川社会保険事務所国民年

金保険料課・業務課へ、「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」につい

ては、控除証明書専用ダイヤル「0570（070）117」（ＩＰ電話からは「03

（6748）8882」）へお問い合わせください。

　宮城いきいき学園
　平成21年度入学生募集

【対象】

　県内在住のおおむね６０歳以上の人

【場所】　①仙南校②大崎校③石巻校

　④気仙沼・本吉校⑤登米・栗原校

　※通学可能であれば、どの校への

　申し込みも可

【学習期間】

　年間２２回程度（２学年制）

【募集人員】　各校４０人

【内容】　生きがいと健康づくりを目

　指して、地域活動の指導者として

　必要な内容・方法を体験を通して

　身に付けます。

【入学金】　5,000円

【受講料】　年間15,000円

【申込方法】　申込書に必要事項を記

　入の上、郵送でお申し込みくださ

　い。申込書は、県社会福祉協議会

　のホームページからダウンロード

　するか、県社会福祉協議会に請求

　してください。迫公民館、登米市

　各総合支所などでも入手できます。

【申込期限】

　平成２１年１月３０日（金）必着

【申し込み・問い合わせ】

　県社会福祉協議会

　いきがい健康課

　〒980－0011

　仙台市青葉区上杉１－２－３

　宮城県自治会館３階

　緯 022（225）8477

【URL】　http://www.miyagi-sfk.

　net/
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【開所日】　月曜日～土曜日、学校長期休業日など

　※日曜日・祝日・年末年始（１２月２９日～１月３日）、災

　害発生時などは閉所となります。

【保育料】　無料（教材費やおやつ代などの活動経費実費

　は、別途負担をお願いします）

【提出書類】　

　①利用申請書②就労証明書③家族調書④申立書など　

　※提出書類の用紙は、学童クラブなどの設置場所に備

　え付けてあります。

　※現在学童クラブを利用している児童も、あらためて

　申請が必要です。

平成21年度 学童クラブの利用児童を募集しま平成21年度　学童クラブの利用児童を募集しますす

【利用児童を募集する学童クラブ名・設置場所・申込先・定員・問い合わせ】

不在時問い合わせ問い合わせ定員設置場所・申込先学童クラブ名

0220（22）2524５０人迫児童館迫学童クラブ

0220（22）2524迫児童館0220（22）0205２０人北方公民館北方学童クラブ

0228（34）3110２０人石越保健センター石越放課後児童クラブ

0220（52）2246２５人登米児童館登米学童クラブ

0220（42）2230東和子育て支援センター

0220（42）3130２０人米谷児童活動センターげんきっこクラブ米谷

0220（44）3207１５人錦織ふれあいセンターげんきっこクラブ錦織

0220（45）2555１５人米川児童活動センターげんきっこクラブ米川

0225（68）3363２０人津山林業総合センター津山学童クラブ

0220（35）2525５０人中田児童館中田学童クラブ

0220（35）2525中田児童館

0220（34）2007３０人上沼児童活動センター上沼学童クラブ

0220（34）2646２０人石森小学校（学童クラブ室）石森学童クラブ

0220（34）8802２０人宝江小学校（学童クラブ室）宝江学童クラブ

0220（55）2313３０人米山児童館米山放課後児童クラブ

0225（76）4731豊里子育て支援センター090（7070）5256４０人豊里多目的研修センター豊里児童クラブ

0220（58）5558３５人南方子育てサポートセンター南方放課後児童クラブ

【申込期間】　１２月８日（月）～２６日（金）

　※祝日を除く月曜日から土曜日までの午前９時から午

　後６時まで

【利用決定】　入所審査会で書類審査を行い、２月末日ま

　でに郵送などで通知する予定です。

　※申込者が定員を超えた場合は、しばらくの間、利用

　をお待ちいただくことになります。

【保護者会活動】　利用する児童の保護者の皆さんに、保

　護者会への加入をお願いしています。クラブ事業への

　協力や学童クラブ活動経費の集金などが、保護者会活

　動となります。

【対象児童】　平成２１年４月１日現在で、昼間、保護者が仕事、疾病、その他の理由により、自宅において適切な養育

　が受けられない市内小学校に在籍する原則として１年生から３年生までの児童

～製造事業所の皆さんへ～ 年末年始の交通事故防止運動
統計調査にご協力ください

経済産業省・宮城県・登米市

　平成２０年工業統計調査を１２月３１日現在で行い

ます。

　調査の実施に当たっては、１２月から来年１月

にかけて調査員がお伺いします。

　なお、調査票に記入していただいた内容につ

いては、統計法に基づき秘密が厳守されますの

で、正確な記入をお願いします。

～１２月１５日から１月１５日まで～

　この時期、忘年会、新年会など飲酒の機会が

多くなることに加え、休暇を利用した帰省、初

詣で、行楽行事など、車を利用する機会が多く

なり、交通事故が多発します。

　「冬道の安全運転１・２・３運動」と連動させ、

交通事故防止に努めましょう。

　１割、スピードダウンしよう

　２倍、車間距離を取ろう

　３分、早めに出発しよう
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　石ノ森章太郎記念館
　「鎌田洋次」展

　郷土が生んだ漫画家シリーズ第２

弾として、中田町出身の漫画家でス

ポーツ漫画の奇才、鎌田洋次さんの

特別企画展を開催します。

　スポーツ魂を揺さぶる鎌田作品の

原画の数々をお楽しみください。

【期間】　１２月２０日（土）～平成２１年

　２月２２日（日）

【時間】　午前９時３０分～午後５時

　※入館は午後４時まで

【入館料】　大人＝７００円、中学生＝

　学校支援ボランティア
　募集

　文部科学省が新たに推進する委託

事業「登米市東和地区学校支援地域

本部」が、１０月に設立されました。

　この「学校支援本部事業」とは、

地域の住民が「子どもたちの教育の

ために役立ちたい」という思いを

持って、ボランティアで学校のさま

ざまな活動に協力していくものです。

　ボランティアの主な活動場所は東

和中学校区になりますが、東和地区

に限らず市内全域から広くボラン

ティアバンクへの登録者を募集しま

す。

　学校支援ボランティアバンクへの

登録に当たっては、特別な資格要件

はありません。この機会に、自分の

得意な分野などを学校活動にぜひ生

かしてみませんか。

　ご協力いただける人は、事務局ま

でお問い合わせ願います。

【活動場所】　東和中学校ほか

【内容】　学習支援活動、部活動指

　導・補助、登下校時の安全確保、

　平成21・22年度　競争入札参加資格審査の申請受付、
　小規模工事等契約希望者登録制度の実施について

平成２１・２２年度登米市競争入札参加資格審査の申請受付を開始

　登米市が発注する工事や業務等に係る競争入札参加を希望する場合は、資

格審査を受け、競争入札資格者名簿への登録が必要になりますので、要領な

どを確認の上、申請してください。

【登録区分】　

　建設工事、建設関連業務、物品の製造・販売等、役務の提供等

【提出書類】　登米市様式一式

　※登録区分ごとに各１部提出のこと。

　※登録区分ごとに色指定するＡ４版フラットファイルに綴じ込むこと。

　　⇒建設工事＝水色、建設関連業務＝赤色、物品の製造・販売等＝黄色、

　　役務の提供等＝緑色

登米市小規模工事等契約希望者登録制度を実施

　市内業者の受注機会の拡大を図る目的で、新たに「小規模工事等契約希望

者登録」の申請を受け付けます。「小規模な建設工事や修繕」の受注を希望す

る人は、要領などを確認の上、申請してください。

【対象工事など】　小規模な建設工事や修繕で、内容が軽易で履行の確保が容

　易なもの、かつ、１件の工事金額が５０万円以下のもの

【登録資格】

　 ▼市内業者（登米市内に主たる事業所または住所を有している人）

　 ▼上記の競争入札参加資格審査申請をしない人

　 ▼希望業種を履行するために必要な資格・免許を有している人

　 ▼市税を完納している人　など

【提出書類】　小規模工事等契約希望者登録申請書（様式第１号）など

　※詳細については、申請要領で確認してください。

・共通事項

【資格の有効期限】　平成２１年４月１日から２３年３月３１日まで（２年間）

　※ただし、随時申請により平成２１年４月１日以降に申請した人は、それ以

　降の認定日からの登録となります。

【申請要領などの貸し出し】　申請要領と登米市様式は、市ホームページに掲

　載しています。申請様式などは、市ホームページからダウンロードするか、

　総務課（契約係）窓口に準備する関係書類の貸し出しを利用し、作成して

　ください。

【受付期間】　１２月１０日（水）から平成２１年２月１３日（金）まで

　　※土曜日・日曜日・祝日・年末年始を除く

【受付時間】　午前９時～１１時３０分、午後１時～４時

【受付場所・申請方法】　総務部総務課契約係（市役所迫庁舎２階）へ持参し

　てください。郵送での申請はできません。

【問い合わせ】　

　総務部総務課　契約係　緯 0220（22）2091

　学校行事への協力、環境整備・清

　掃、技術指導など

【問い合わせ】

　東和地区学校支援地域本部

　（事務局＝東和勤労青少年ホーム

　内）

　緯 0220（53）3003（FAX兼）

　５００円、小学生＝２００円

　※小学生未満、身体障害者（介護

　人１人同行可）は無料

　※２０人以上の場合、団体割引あり

【休館日】　毎週月曜日（月曜が休日

　の場合は翌日）、１２月２９日～１月

　１日

【問い合わせ】

　石ノ森章太郎ふるさと記念館

　緯 0220（35）1099
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緯

人　口
世帯数地区

計女男

21,84111,29210,5497,246迫

5,5462,9172,6291,819登米

7,6473,9153,7322,507東和

16,3838,4177,9664,637中田

6,9213,5413,3802,011豊里

10,5125,4115,1012,853米山

5,6722,8902,7821,583石越

9,1634,7464,4172,504南方

3,9542,0401,9141,216津山

87,63945,16942,47026,376合計

登米市のデータ

緯お知らせお知らせのの
問い合わせ問い合わせ先先

開催場所
開催日

１月１２月

迫総合支所６日（火）４日（木）

南方総合支所８日（木）８日（月）

登米総合支所１５日（木）１１日（木）

東和総合支所１９日（月）１５日（月）

豊里総合支所２２日（木）１８日（木）

米山総合支所２３日（金）２２日（月）

石越総合支所２６日（月）２４日（水）

津山総合支所２９日（木）２５日（木）

【時間】　午後１時３０分～４時３０分

【相談料】　無料

　※相談日以外は、商工観光課で消

　費生活相談員が応じています。

【問い合わせ】　

　産業経済部商工観光課

　商業振興係

　緯 0220（34）2734

　消費生活出前相談

　各総合支所で、消費生活上のトラ

ブルや多重債務などの相談に応じ、

解決の手伝いをします。

【１２月・１月の相談日】

人口・世帯数

（平成20年10月末現在）

　納税に関する相談に応じます。

【日時】　１２月２５日（木）

　午後８時まで

【場所】　市役所迫庁舎１階

　総務部税務課　徴収対策係　　

【問い合わせ】

　総務部税務課　徴収対策係

　緯 0220（22）2169

　12月の
　夜間相談窓口開設日

12月の納税 など

登米市役所　　緯 0220（22）2111

迫総合支所　　緯 0220（22）2213

登米総合支所　緯 0220（52）2111

東和総合支所　緯 0220（53）4111

中田総合支所　緯 0220（34）2311

豊里総合支所　緯 0225（76）4111

米山総合支所　緯 0220（55）2111

石越総合支所　緯 0228（34）2111

南方総合支所　緯 0220（58）2111

津山総合支所　緯 0225（68）3111

※年金天引きの人は含まれません。
※口座振替の人は、通帳の残高を
確認してください。

トレーニングルーム利用者講習会

◆なかだアリーナ
【講習会日時】　
　１２月１９日（金）午後７時～
【定員】　５０人（要予約）
【受付開始】　１２月２日（火）
【申し込み・問い合わせ】
　なかだアリーナ
　緯 0220（34）7302

◆とよま蔵ジアム
【講習会日時】　
　１月１３日（火）午後７時～
【定員】　２０人（要予約）
【受付開始】　１２月１６日（火）
【申し込み・問い合わせ】
　とよま蔵ジアム
　緯 0220（53）1155

　12月の
　多重債務110番の日

　借金問題は必ず解決できます。一

人で悩まず、まず相談を。

【日時】　 ▼１日（月）、８日（月）、

　１５日（月）、２２日（月）午前９時～

　午後８時 ▼２１日（日）午前９時～

　午後５時

【相談電話番号】

　緯 0220（34）2308　※直通

【問い合わせ】

　産業経済部商工観光課

　商業振興係

　緯 0220（34）2734

市県民税　　　　第４期
国民健康保険税　第７期
介護保険料　　　第７期
後期高齢者医療保険料　第６期

　迫図書館
　12月のおはなし会

　絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊

びなどをします。

【日時】　１２月６日（土）、２０日（土）

　午前１０時３０分～

【場所】　迫図書館　２階研修室

【問い合わせ】

　迫図書館

　緯 0220（22）9820

納期限　１月５日（月）

▼年末年始は忘年会や新年会でお酒を飲む

機会が増えます。当然ですが飲んだら車は

絶対運転してはいけません。また外出の際

は、道路の凍結などに十分注意しましょう。

▼ 今年を振り返ると広報１年目の私に

とっては初めての連続で、時間が過ぎるの

がとても早かったように思います。来年も

忙しさに負けず、愛読される広報づくりを

目指していきたいと思います。（猪股）

編集室から

　歴史博物館の
　臨時休館について

　歴史資料の消毒作業と整理作業の

ため、臨時休館します。

【休館期間】　１２月１３日（土）～平成

　２１年１月１３日（火）

【問い合わせ】

　歴史博物館　緯 0220（21）5411
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　市営住宅入居者募集

◆迫梅ノ木住宅３棟１０２号

　（迫町佐沼字八幡一丁目６番地１）

　募集戸数　１戸（３ＬＤＫ）

　家賃月額　19,400円～32,200円

　駐 車 場　なし

◆中田加賀野住宅１７号

　（中田町石森字加賀野一丁目１２番地

　３）

　募集戸数　１戸（４ＤＫ）

　家賃月額　22,900円～37,900円

　駐 車 場　あり

【募集対象者】　

　現に住宅に困っている世帯

　※各住宅を重複して申し込みする

　ことはできません。

【入居資格】

　①入居収入基準が２０万円以下であ

　ること（小学校就学前の子どもの

　いる世帯については２６.8万円以下）。

　※収入基準の算出は、入居予定者

　の合計所得から世帯主以外の入居

　予定者一人につき３８万円を控除し、

　１２カ月で除した金額。

　②同居する親族がいること（婚姻

　予定も可）。

　※原則として単身での入居はでき

　ませんが、６０歳以上の人（ただし、

　特例として平成１８年４月１日現在

　で５０歳以上の人も可）、身体障害

　者（１～４級）・精神・知的障害者

　の人は単身入居することができま

　す。詳細については、お問い合わ

　せください。

　③入居者全員に市税の滞納がない

　こと。

　④現に市営住宅に入居している人

　は、申し込みできません。

　⑤申込者または同居予定者が暴力

　団員でないこと。

算共通事項

【申し込み】　各総合支所地域生活課

　産業建設係

【申込期限】　１２月１５日（月）

【問い合わせ】　

　建設部建築住宅課　住宅管理係

　緯 0220（34）2316

　ふれあい交流パーティー
　参加者募集

　市では、独身の男女に出会いの場

を提供するとともに、結婚のきっか

けづくりの支援を図ることを目的と

して「ふれあい交流パーティー」を

開催します。

【日時】　平成２１年１月１１日（日）

　午後０時３０分～４時

【場所】　迫公民館２階　大会議室

【参加資格】　市内に居住または通勤

　する人、もしくは結婚して登米市

　に居住したいと思っている２５歳か

　ら４０歳ぐらいまでの独身男性・女

　性で、この企画で出会いを求めて

　いる人

【募集人員】　男女各１５人（先着順）

　※最小敢行人数＝男女各５人

【内容】　ローテーショントーク、簡

　単なゲームなどでの交流

【参加費】

　男性＝2,000円、女性＝1,000円

【事前講演会】　ふれあい交流パー

　ティー参加者を対象に、１２月２３日

　（祝）午後１時から迫公民館２階大

　会議室で開催します。

【応募方法】　任意の様式に住所、氏

　名、性別、年齢、生年月日、電話

　番号、職業、事前講演会参加の有

　無を記入の上、ふれあい交流パー

　ティー参加希望と明記し、企画部

　企画振興課（市役所迫庁舎２階）

　へ直接または郵便、ファクシミリ、

　電子メール、電話のいずれかでお

　るるぱ「パソコン講習会」
　受講生募集

　市民のＩＴ技術向上を目的として

パソコン講習会を開催します。

◆文書作成（ワード）初級講座

【日時】　１２月２４日（水）～２６日（金）

　午後７時～９時

【場所】　南方住民情報センター「る

　るぱ」（市役所南方庁舎内）シア

　ターホール

【内容】　文書作成ソフト（ワード）

　の基本用語、基本操作、文書作成

　などを中心に、初級操作を勉強し

　ます。

【定員】　１８人（先着順）

【受講資格】　市内に在住または勤務

　している人で、入門講座を受講し

　た人または同程度の知識のある人

　（マウス操作や文字の入力ができ

　る人）

【参加費】　1,000円程度（テキスト代）

【受け付け】　１２月１０日（水）

　午前１０時から電話受け付け開始

【申し込み・問い合わせ】

　南方住民情報センター「るるぱ」　

　緯 0220（58）5557

　 ▼開館日＝火曜日～日曜日・祝日

　の午前９時～午後５時

　 ▼休館日＝月曜日、年末年始

　※月曜日が休日の場合は火曜日

　申し込みください。

【応募締切】　１２月１５日（月）

【応募先・問い合わせ】

　企画部企画振興課　企画調整係

　〒987－0511

　登米市迫町佐沼字中江二丁目６番

　地１

　緯 0220（22）2147

　胃 0220（22）9164　　

　死 kikakushinko@city.tome.

　miyagi.jp

12月は
「地球温暖化防止月間」

電気、ガス、水道などの無駄をなく
して、地球温暖化を防止しましょう。



　
　
　
　
№
８
９
　
　
広
報
と
め

　
　
　
　
　
　
　
　
１２
月
１
日
号

発
行
日
　
平
成
２０
年
１２
月
１
日
　
　
　
　
　
　
　
　
発
行
　
登
米
市

〒
9
8
7
-0
5
1
1
　
登
米
市
迫
町
佐
沼
字
中
江
二
丁
目
６
番
地
１

編
集
　
総
務
部
市
長
公
室
 広
報
広
聴
係
　
　
印
刷
　
川
内
印
刷
株
式
会
社

緯
 ０
２２０
-２２
-２０９０

      Ｅ
-
ｍ
ａｉｌ
：
koho@

city
.tom
e
.m
iy
a
g
i.jp

胃
 ０
２２０
-２２
-９
１６
４
　
　
http://w

w
w
.city
.tom
e
.m
iy
a
g
i.jp/

【所在地】　登米市登米町寺池町４２番地

【問い合わせ】　伝統芸能伝承館　0220（５２）３９２７

伝統芸能伝承館
森舞台 （登米）

ふふ
るる
ささ
とと

訪訪
ねね
ああ
るる
記記

広報ミニ展示広報ミニ展示室室 
歴史博物歴史博物館館

「モバイルとめ」もご利用ください。

http://www.city.tome.miyagi.jp/m/



　登米市メール配信サービスが新しくなりました。

　tome@entry.mail-dpt.jp（携帯用）
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岡
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す
。
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。

＝登米地域の師走の伝統行＝ 登米地域の師走の伝統行事事＝＝

　 馬を祭った神「お 蒼  前 様」
そう ぜん

り」などの行事が行われていました。おも

しろい行事では、使用人が家主から 御  馳 
ご ち

 走 をしてもらい実家に帰る「ぼんだし餅」、
そう

大黒様を大根で祭った「大根の女むかい」

などがあります。写真は豊里のお 蒼  前 様。
そう ぜん

これは馬を祭った神様で１２月１７日に「馬の

としとり」といって餅をついてお蒼前様に

供え、馬にも餅を食べさせたそうです。

現在の私たちも家族や周囲の人に感謝を

して１年を締めくくりたいものですね。

石ノ森章太郎ふるさと記念館

【期　間】　H20/１２月１日～ H２１/１月２日
【時　間】　午後５時～１０時（クリスマスイブと大晦日はオールナイトで点灯します。）

【場　所】　記念館庭園内（散策は無料）

ページェント＆ライトアップ
淡い光が導く幻想的な世界をお楽しみください。

石ノ森章太郎ふるさと記念館&教育資料館　

教育資料館

【期　間】　１２月の毎週土曜日
【時　間】　午後４時～７時

【場　所】　資料館庭園内（散策は無料）

明治時代に建造された木造校舎が光で照ら

し出され、日中とはまた違った幻想的な雰

囲気を堪能することができます。

【問い合わせ】　とよま振興公社

　　　　　　　緯　０２２０（５2）5566

石ノ森章太郎記念館の冬の風物詩となって

いる光のページェント。記念館の前庭を主会

場に庭木や８０の小川に青色電球が暗闇に

浮かび上がるように彩られます。会場が前庭

で車の往来がないため、小さな子どもと一

緒でも安心してお楽しみいただけます。

【問い合わせ】　石ノ森章太郎ふるさと記念館　

　　　　　　　緯　０２２０（３５）１０９９

かつては１２月

になると１年

の締めくくり

として、母親

の労をねぎら

う「おかの年

越し」や 権  現 
ごん げん

様を祝いこの

日に嫁を実家

に帰す「権現

様 の とし と

り」、山の神様

を祝った「山

の神のとしと


